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00白

院関関
比叡山の麓の小さな工房で、 目

その土地の土を丹念に練って、 目

陶人形を作っている一人の女性がいます。目
郷土人形のような、 目

土の香りのするその人形たちから、 目

たくさんのぬくもりが伝わってきます。 目

誰もがみんな持っていた童心。 目

誰もがみんな大事にしていたい童心。 目

そして誰もがみんな持ち続けたい童心。 目
そんな手~たちの，心に、 目

人形たちが呼びかけてくれています。 目

1970 奈良県生まれ
1988 京都芸術短期大学造形芸術学科陶芸コース入学
1989-入選歴

中B国際ビエンナーレ 、 京展、 llIJ西展
奈良展、 夫庭、 ~~盟国際陶磁展、 畏三貧農

1992 京羽1芸術短悶大学問歪コース軍事攻科修了
1997 滋賀県大添市山中町に独立
http;llwww.eonet.ne.jprkaiitani/ 

4月号は

西遊記
16世紀の中園、明代に大成し

説。 実在の高僧、 三政法師寸ア枇

龍に打ち跨り、三神イ111 (神

孫悟空、沙悟浄、猪八戒を

ざまな官険をしながら天竺へ経を取りに行く

物語である 。

著者は呉承恩と言われているが、

家が種々に細部を加えていったのでは

という説等、異説あり 。 (編集部}

表

紙

の



東
京
千
石

寺
に
歴
史
あ
り

人
々
に
日
仰
あ
り

日

夕
の

心
の
般
郷
を
紀
行
す
る

ふソ
院

, 

天蛾山一行院満徳守本It. 本SU1Jに級建れ桜
が~i5;. (笥)御忌08淘師の教・伝遺式のあと、
虫歯上等光領服部での一役. 写腐をから畏女子
賀子さん 、 次男続絡師、次男奥織良子さん、
一行院第八位八木零盆住崎、 畏男千餓師、 住
11婦人順子さん、 平服飾の畏女a子ちゃんと
E電線鑓羨さん

乙

手
j

a
,f,d 



本電車問到il!tl如来llIi像. もともとあっ
た本穆は般公で銚失している. 戦~
をのがれたのは誕生仏のみだった

徳本行者木骨量. 鎗障に事Eられる徳本
行者は一行院の中興よ人であり 、 同
町に新生一行院の関山よ人でもある



平成18f手T月258 、 大本山由・よ望書大量Eで4月
の御怠唱導師の毅・伝湿式が行われた. 成田
有信台下から毅・を鐸受する八木零2主住.

教・を受け取ったあと 、 法然よ人像
前で礼鍔をする八木事g:住11

• 

事担・伝違式では綴緩や注額
(ëtS~の叙戚)なども参列し、
式を見守った



S宮本行者の滋号(双名)Iá名蓮聖士号盤上人~
阿弥陀flJlI本行書

一行院の拘置信徒では紛いが、 11本行
者のそばで自民りたいと . 多くの傷者

が一行段iこS石を渇て湿拐された.
写腐はそうしたa、 その~約二百事

徳本行者のa. 遠く燭庖 (兵庫県)
から~Iまれてきた大きなtlIll彰石が絡
まれ、 千本突きといって多くの信者
さんが突き固めたaである

5c予が待っていたという徳
本行奮の舗. 号室として大
切にIjWされている

4 



筑間陪1/4月号目次

カラータラピア寺院紀行 東京千石 一行院…H・H・...…写真ータカオカ邦彦 I 

特集番組上人
子育て呑飽さま …・・…H ・H・-…....・H ・ .. . .・ H ・....・ H・-…H・H・..…-一穂斎貞花 6 

呑龍信仰と呑艦講……H・H・-…H ・H・-…H ・H・-…H ・ H ・...….. • . .・ H ・-川添構 14

子育呑飽上人絵伝 .. . . . .. . . .・・….. . . .・ H・.. . . . . .・ H・-…H ・H ・.. .……・・…H・H ・.. .….. 20 

寺院紀行東京千石 一行院…H・H・-…....・H・-…・・・…-……・真山 剛 22 

会いたい人黒鉄ヒロシさん①…H・H・-…H ・H・-……H ・H・-・…関 容子 30

響滅十方 ・... .・ H・-…H ・H・-…H・H・-…H ・ H ・. .…. . . . .・ H・..…・・……H ・H・-袖山蜂輝 38

調礁のことば瑚塀の じかん ……H・H・-…H ・H ・..…・…H ・H・-…蔵原理加 。
シネマ随想 …H・H ・.....・H・...…・ .. . . .・ H ・..... .・ H・-……一……H・H・-…袖山聾翼 44 

J フォーラム ・H ・H ・.. . . . .・ H ・.....・H・..………...・H ・.......・ H ・.. . . . . .・ H ・.....・ H ・.. .・ H ・-…・ 47 

浄土誌上句会…H・H・-……H ・H・ -…H ・H ・... ..・ H ・.. . .・H ・-・・制富士・田河郎子 48 

マンガ さっちゃんはねつ…-……….. . .・ H ・. ....・ H ・-かまちよしろう 51 

編集後記・・H ・H・-… .....・ H ・-…. .. ......・ H・.... .・ H ・.. . .……… ……. . . .・H・...・ H ・.• . .・ H ・. 52 

表紙鎗字=浄土門主 中村康隆貌下
アートテ'ィレクション=近藤十四郎
箇カ=迦陵頻伽舎
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花

北
関
東
を
中
心
に
い
ま

て
呑
飽
き
ま
之

を
迎
え
る
。

浄

呑
龍
上
人
を
氏

こ
と
を
願
っ
て

入
信
仰
。

子
育

誕
四
百
五
十
年

ト
あ
げ
ら
れ
る
こ
の

で
、
教
育
へ
の
関
心
が
深
ま
る



子育て呑飽さま

ど
ん
h
q・
a，

太
田
の
大
光
院
と
い
っ
て
も
、
ぴ
ん
と
こ
な
い
人
も
、
子
育
て
呑
龍
さ
ま
と
い
え
ば
わ
か
る
人
が
多
い

浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
の
名
刺
大
光
院
の
開
山
が
呑
龍
上
人
で
す
。

じ
い
が
た

武
州
岩
槻
城
主
太
田
資
正
の
家
来
で
、
新
方
領

一
の
割

(春
日
部
市
)
に
屋
敷
を
構
え
る
文
武
両
道
に

優
れ
た
井
上
将
監
信
貞
、
夫
婦
至
っ
て
仲
睦
ま
じ
い
も
の
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ず
、
信
心
深
い
妻
の
真
弓
は
、

近
く
の
圃
福
寺
の
龍
神
様
に
朝
な
夕
な
、

「
何
卒
、
丈
夫
な
子
を
お
授
け
下
さ
い
」

と
祈
願
、
三
七
、
二
十
一
日
の
満
願
の
夜
、
真
弓
は
龍
が
飛
ん
で
来
て
屋
敷
の中
に
入
る
夢
を
見
て
懐
妊
、

弘
治
二
年

(
一五
五
六
)
四
月

二
十
五
日
、
男
子
出
生
、
龍
神
様
か
ら
授
か
っ
た
に
よ
っ
て
龍
寿
丸
と
命

名
。

生
れ
て
間
も
な
い
口
も
十
分
に
利
け
な
い
頃
か
ら
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
聞
く
と
ニ
コ
ニ
コ
笑

い
、
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
チ
ユ
」
と
称
え
る
。

物
心
つ
く
や
泥
遊
び
を
し
て
い
る
か
と
思
う
と
土
で
仏
様
を

つ
く
り
手
を
合
せ
名
号
を
称
え
ま
す
。

や
が
て
国
福
寺
へ
手
習
い
に
、
更
に
光
明
寺
の
寺
子
屋
へ
通
い
、
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
と
い
う
た
と

え
の
通
り
師
匠
も
驚
く
ほ
ど
の
上
達
ぶ
り
。

十
三
歳
の
春
の
こ
と
、
紫
の
衣
を
ま
と
っ
た
気
高
い
僧
が
夢
枕
に
現
れ
、

「汝
少
年
と
い
え
ど
求
道
の
心
賞
す
べ
し
、
出
家
の
道
は
念
仏
の
一
門
こ
そ
幸
い
な
り
、
浄
土
の
門
に
入

7 



8 

る
が
よ
か
ろ
う
ぞ
」

あ
〈

こ
の
こ
と
両
親
へ
、
両
親
も
龍
寿
丸
の
決
心
を
認
め
、
翌
る
十
四
歳
に
な
っ
た
龍
寿
丸
は
、
岩
槻
の

白
龍
山
林
西
寺
の
鉛
抗
和
尚
に
お
弟
子
入
り
、
緑
の
黒
髪
を
そ
り
こ
ぼ
ち
ま
し
た
時
に
は
有
離
さ
に
涙

こ
ぼ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

呑
龍
と
い
う
法
名
を
頂
き
一
心
に
修
行
。

呑
龍
の
利
発
さ
に
笈
弁
和
尚

は

一
年
後
、
最
高
学
府
で
あ
る
三
縁
山
増
上
寺
住
職
観
智
国
師
の
元
に
弟
子
入
り
さ
せ
ま
し
た
。

増
上
寺
の
学
寮
に
は
全
国
か
ら
優
等
生
ば
か
り
集
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
た
ち
ま
ち
頭
角
を
現
し
十

八
歳
に
し
て
上
人
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
許
し
頂
い
て
諸
国
行
脚
の
旅
に。

羽
生
田
村
ま
で
参
り
ま
す
と
、
こ
の
村
に
悪
い
病
が
は
や
り
、
死
ぬ
子
供
が
多
い
、
そ
こ
で
手
当
の

仕
方
や
、
食
べ
物
な
ど
を
教
え
、
そ
し
て
病
気
平
癒
の
祈
願
を
こ
め
る
と
病
が
治
る
、
「
有
難
い
お
坊
様

じ
ゃ

」
と
多
く
の
人
が
上
人
を
慕
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
一
体
の
お
地
蔵
様
を
刻
み
お
堂
を
建
て
て
安

置
し
七
日
の
間
お
経
を
唱
え
、

「此
の
地
蔵
に
は
、
わ
し
の

一
心
が
こ
も
っ
て
い
る
、
子
供
が
病
に
か
か
っ
た
ら
願
い
な
さ
れ
」

「有
難
い
お
地
蔵
様
だ
、
ご
利
益
が
あ
る
」

と
方
々
か
ら

子
供
を
連
れ
て
お
参
り
に
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

こ
れ
が
呑
龍
上
人
が
残
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
羽
生
田
の
子
育
て
地
蔵
で
ご
ざ
い
ま
す
。

八
年
の
修
行
を
終
え
て
林
西
寺
へ
帰
り
ま
す
と
、
山
及
弁
和
尚
喜
ん
で
、



ff1て呑飽さま

「わ
し
は
隠
居
す
る
か
ら
後
を
頼
む
ぞ
」

か
く
し
て
林
西
寺
住
職
に
就
任
。

そ
の
後
武
州
の
長
福
寺
、
佐
野
の
宝
龍
寺
な
ど
次
々
と
閉
山
、
開
基
と

な
り
ま
し
た

。

こ
の
こ
と
は
呑
龍
上
人

一
代
記
和
績
の
中
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

慶
長
十
六
年
徳
川
家
成
公
は
、
ご
先
祖
新
田
義
重
公
が
上
州
世
良
国
か
ら
出
ま
し
た
と
こ
ろ
か
ら
先
祖

供
養
の
寺
院
建
立
を
思
い
た
た
れ
、
観
智
国
師
に
相
談
さ
れ
ま
す
と
、

「弟
子
の
呑
龍
な
ら
ば
必
ず
立
派
に
建
立
し
法
灯
を
守
り
ま
す

」
e
u--

と
い
う
推
薦
に
よ
り
呑
龍
上
人
見
事
に
建

立
、
こ
れ
が
太
田
の
義
重
山
大
光
院
新
国
寺
で
す
。

呑
龍
上

人
が
閉
山
と
な
り
住
職
に
就
任
。

観
智
国
師
は
、
天
正
十
八
年
八
月

一
日
の
徳
川
家
康
公
江
戸
入
り
の
際
、

増
上
寺
門
前
で
家
康
公
を
待
ち
受
け
案
内
し
た
存
応
上
人
で
す
。

こ
れ
が
縁
と
な
り
以
後
家
康
公
は
存
応

上
人
の
教
え
を
受
け
て
い
ま
す
。

呑
龍
上
人
の
教
え
を
受
け
た
い
と
千
人
か
ら
の
修
行
僧
が
集
っ
て
参
り
ま
す
か
ら
有
力
な
檀林
と
し
て

大
い
に
栄
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た

。

こ
の
当
時
は
、
農
臣
か
ら
徳
川
へ
移
り
行
く
時
代
で
ま
だ
ま
だ
世
の
中
が
納
ま
ら
ず
野
武
士
が
徒
党
を

組
ん
で
押
し
入
り
、
金
や
米
を
奪
い

一
寸
手
向
え
ば
斬
り
殺
す
と
い
う
有
械
で
百
姓
、
町
人
の
難
儀
は

一

通
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「気
の
毒
な
こ
と
だ
、
助
け
ら
れ
る
だ
け
の
人
は
助
け
て
や
ろ
う

。

こ
の
大
光
院
は
三
百
石
の
ご
朱
印
を

9 



10 

頂
い
て
い
る
。
三
百
石
残
ら
ず
施
し
な
さ
れ
」

し
か
し
そ
れ
で
も
足
り
な
い
、
そ
こ
で
お
粥
に
し
て
こ
れ
を
多
く
の
人
に
施
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

太
田
の
呑
龍
さ
ま
で
正
月
の
八
日
と
十

二
月
八
日
の
年
二
回
、
お
粥
を
炊
い
て
参
詣
の
人
々
に
振
舞
う

よ
う
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
時
貧
し
い
家
で
は
間
引
き
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
非
常
に
悲
し
み
説
得
し
、
貧
し

い
家
の
子
供
を
引
取
っ
て
、
上
人
は
じ
め

一
山
の
僧
侶
は
質
素
節
約
を
し
て
多
く
の
子
供
を
養
育
し
ま

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
子
育
て
呑
離
さ
ま
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

υ
た
た
れ

或
る
晩
の
こ
と
上
人
が
寝
て
お
り
ま
す
と
、
青
い
直
垂
を
着
た
若
者
が
、

「
私
は
龍
宮
よ
り
参
っ
た
使
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

上
人
様
の
有
難
い
説
法
を
お
聴
き
し
た
い
と
龍
神
様

乙
姫
様
を
は
じ
め
龍
宮

一
同
の
望
み
、
何
卒
お
越
し
下
さ
い
ま
せ
」

男
が
天
に
向
っ
て
手
招
き
す
る
や
、
黒
雲
が
舞
い
降
り
、
上
人
そ
れ
に
打
乗
り
風
の
聞
に
聞
に
参
り

ま
す
内
い
つ
か
龍
宮
城
へ
、
龍
神
は
じ
め
乙
姫
、
そ
の
他
女
官
、
武
官
締
羅
星
の
知
く
居
並
ぶ
中
、
上

人
お
ご
そ
か
に
説
法
、

一
同
襟
を
正
し
て
拝
聴
し
感
激
の
涙
を
流
す
者
も
ご
ざ
い
ま
す。
と
こ
ろ
が

一

匹
の
悪
い
龍
が
邪
念
を
起
し
お
帰
り
に
な
る
上
人
に
危
害
を
加
え
ん
と
し
た
。

上
人
早
く
も
こ
れ
を
見

破
り
神
通
力
を
も

っ
て
翼
は
金
色
に
し
て
口
か
ら
火
を
吐
き
好
ん
で
簡
を
食
べ
る
と
い
う
金
明
烏
に
変



子育て呑飽きま

身
し
、
た
ち
ま
ち
悪
龍
を

一
口
に
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

夢
か
ら
覚
め
た
上
人
は
、
以
後
離
を
呑

ん
だ
の
で
曇
龍
か
ら
呑
龍
と
文
字
を
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
ご
ざ
い
ま
す
。

父
親
の
病
を
治
そ
う
と
ご
禁
制
の
鶴
を
殺
し
て
そ
の
血
を
飲
ま
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
露
見
し
、
役
人

に
追
わ
れ
た
若
者
が
寺
へ
逃
げ
こ
む
や
、
人
を
助
け
る
の
が
出
家
と
、
こ
の
孝
子
を
か
く
ま
っ
た
も
の
の

か
く
ま
い
き
れ
ず
こ
の
若
者
を
連
れ
て
大
光
院
を
出
て
五
年
間
の
苦
労
。

こ
こ
の
お
話
は
紙
面
の
都
合
で

割
愛
、
何
卒
口
演
お
聴
き
下
さ
れ
。

「
呑
龍
の
罪
お
許
し
下
さ
れ
」
と
い
う
観
智
国
師
の
ご
遺
言
に
よ
っ
て
、

二
代
将
軍
秀
忠
公
の
命
で
罪
人

を
連
れ
て
逃
げ
た
罪
も
許
さ
れ
、
大
光
院
へ
お
戻
り
に
な
る
や
、
再
び
参
詣
の
人
で
雑
踏
す
る
有
様
、
ぉ

弟
子
た
ち
も
戻
っ
て
き
て
千
人
を
越
す
学
徒
で
以
前
に
勝
る
繁
栄
と
な
り
ま
し
た。

呑
傭
上
人
は
、
六
十
八
歳
と
な
ら
れ
ま
す
や
お
身
体
優
れ
ず
、
そ
こ
で
自
分
の
像
を
残
そ
う
と
彫
刻
師

に
刻
ま
せ
ま
し
た
が
、
一
心
に
念
仏
を
称
え
る
も
上
人
の
心
入
ら
ず
、
で
」
れ
は
死
物
、
残
し
て
お
い
て

も
役
に
立
た
ぬ
」
と
ご
自
分
の
木
像
を
真つ
二
つ
、
ご
自
身
で
の
み
を
持
っ

て
刻
ま
れ
ま
し
た
木
像
こ
そ
、

大
光
院
の
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
自
刻
の
お
木
像
で
す
。

「
わ
し
は
も
う
じ
き
こ
の
世
を
去
る
、
来
る
九
日
の
正
午
こ
そ
大
往
生
の
時
と
覚
え
た
り
、
我
が
亡
骸
を

11 
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茶
毘
に
附
す
こ
と
な
く
本
堂
の
西
に
霊
廟
を
建
て
そ
の
か
た
わ
ら
に
葬
れ
、
我
末
長
く
寺
門
を
守
護
し

学
徒
を
保
護
し
、
我
が
塔
前
に
祈
念
す
る
者
には
必
ず
心
願
成
就
す
べ
し

」
と
ご
遺
言
。
仏
前
に
向
い

自
ら
金
盤
を
打
鳴
ら
し
静
か
に
お
念
仏
、
更
に
七
日
間
別
時
念
仏
を
お
勤
め
に
な
ら
れ
、
元
和
九
年

(
一
中ハ二
三
)

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
十
念
を
称
え
終
る
や
眠
る
が
知
く
大
往
生
を
さ
れ
ま

八
月
九
日
、

し
た
。

今
も
参
詣
人
の
絶
え
間
な
い
、
子
育
て
呑
龍
上

人
強
き
読
み
の
一
席
で
ご
ざ
い
ま
す
。

呑
信
上
人
の
一
席
を
と
の
ご
依
薗
帽
に
よ
り
・
冒
か
せ
て
市
川
き
ま
し
た
が
、
「
法
然
上
人
ご
一
代
記
」

(C

D

化
)
「滋
得
本
願
念
仏
集
・
浩
然
上
人
と
九
血
融
緩
実
公
」
『価
問
谷
益
生
房
』(C
D

化
)
『浄
土
宗
ニ
+

五
隻
喝
抽
冊
目
問
、
そ
の
他
「
お
釈
迦
織
物
語
」
は
じ
め
多
く
の
仏
教
岨
同
組
献
を
口
演
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

。

手
を
合
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

、

非
行
を
紡
ぎ
綬
孝
行
に
つ
な
が
る
と
い
う
栂
演
も
い
つ
も
致
し
て
お

り
ま
す
.

浄
土
宗
の
衝
窓
と
し
て
、
ゆ
か
り
の
鱒
肢
を
口
演
さ
せ
て
頂
け
ま
す
こ
と
有
値
い
次
第
で
す
・

合
怠
。
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呑
飽

(
一
五
五
六
i

一
六
二
三
)
は
、

将
軍
家
康

と
直
接
法
談
を
お
こ
な

っ
た
ほ
ど
の
高
僧
で
あ
る
。

し
か
し
、

呑
龍
そ
の
人
を
対
象
と
す
る
信
仰
が
広
ま

っ

て
い
く
の
は
明
治
か
ら
大
正
期
で
あ
る
。

呑
龍
信

仰
は
、
群
馬
県
太
田
市
の
浄
土
宗
大
光
院
を
め
ぐ
る

危
機
的
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
今
日
で

も
盛
ん
な
呑
能
信
仰
に
つ
い
て
そ
の
成
立
の
契
機
と

背
景
に
触
れ
て
み
た
い
。

大
光
院

事
件
は
武
州
の
一
農
民
が
禁
制
の
鶴
を
殺
し
て
役
人

に
追
わ
れ
、
大
光
院
に
救
い
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

事
件
そ
の
も
の
は
史
料
か
ら

確
認
で
き
る
事
実
で
あ
る
。

結
論
か
ら
言
、
っ
と
、
呑
龍
は
追っ
手
の
役
人
の
犯

人
引
渡
し
要
求
を
拒
否
し
て
し
ま
う
。

い
く
ら
浄
土

宗
の
高
僧
で
あ
ろ
う
と
、
当
時
の
体
制
か
ら
み
れ
ば

公
務
執
行
妨
害
で
あ
り
、
法
秩
序
を
乱
す
行
為
で
あ

る
。

こ
れ
に
よ
り
、
後
日
呑
穂
は
問
責
を
受
け
、
大

光
院
を
一
時
は
な
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

境
内
に
逃
げ
込
ん
だ
農
民
を
、
権
力
に
抗
し
て
敢

然
と
守
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
後
の
呑
蘭
信
仰

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

呑飽信仰と呑飽総

大
光
院
は
鶴
川
家
の
遠
祖
と
さ
れ
た
新
田
義
重
を

記
る
た
め
家
康
の
命
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
名
剰
で

あ
る
。

ま
た
、
宗
学
の
研
究
教
育
機
関
と
し
て
制
度

化
さ
れ
た
関
東
十
八
檀
林
の
一
つ
で
も
あ
る
。

権
威

あ
る
穂
川
菩
提
所
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
近
寄

り
が
た
い
寺
格
を
も
っ
て
い
た
。

少
な
く
と
も
今
日

の
よ
う
に
多
く
の
人
び
と
で
賑
わ
う
寺
院
で
は
な
か

っ
た
。

呑
龍
は
こ
の
大
光
院
の
第
一
世
住
職
に
な
っ
た
。

呑
龍
は
、
二
ハ
一
六
年
、
あ
る
事
件
に
遭
遇
す
る。

日
野
霊
瑞

仏
教
教
団
に
と
っ
て
、
江
戸
時
代
は

一
応
の
安
定

期
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
幕
末
維
新
期
に
入
る
と
社

会
環
境
が
敵
変
す
る
。

廃
仏
の
動
き
は
そ
の
最
た
る

も
の
で
あ
る
。

廃
仏
に
加
え
て
、
幕
府
の
保
護
を
受
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け
て
き
た

宗
派
は
こ
れ
を
す
べ
て
失
う
こ
と
に
な
っ

た
。

特
に
飽
川
家
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
保
っ
て
き

た
浄
土
宗
に
と

っ
て
、
幕
府
崩
壊
は
危
機
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。

檀
林
寺
院
・
穂
川
菩
提
所
で
あ
る
大
光

院
も
、
維
新
期
に
は
経
済
基
盤
を
失
い
、
極
度
の
困

窮
に
直
面
し
た
。

一
八
七
二

(明
治
五
)
年
、
大
光
院
第
六
三
世
住

機
と
し
て
日
野
霊
瑞

(
一
八
一
八
1

一
八
九
六
)
が

入
山
す
る
。

日
野
は
、
経
済
の
行
き
詰
ま
っ
た
大
光

院
を
也
て
直
す
ベ
く
積
極
的
な
行
動
を
開
始
し
た

。

具
体
的
に
は
、
呑
拙
信
仰
の
民
衆
へ
の
拡
大
浸
透
が

計
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
ち
に
芝
増
上
寺
住
職

〈u
門
主
)
宗
門
管
長
、
京
都
知
恩
院
住
職

(H
門

跡
)
を
歴
任
す
る
日
野
は
信
州
布
施
高
田
の
出
身
で

あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
地
は

信
州
善
光
寺
に

ご
く
近
い
。

日
野
は
普
光
寺
に
詣
で
る
多
く
の
民
衆

の
信
仰
に
日
ご
ろ
か
ら
接
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

日
野
の
布
教
の
進
め
方
に
は
、
講
の
組
織
化
な
ど
、

普
光
寺
信
仰
か
ら
得
た
と
思
わ
れ
る
発
想
が
少
な
か

ら

ず
見
て
と
れ
る
。

日
野
は
明
治
丸
年
、
大
光
院
の
近
く
に
住
む
数
人

の
篤
信
者
を
集
め
た
。

そ
の
席
で
呑
飽
講

(正
式
な

講
の
名
は
呑
簡
の
号
で
あ
る
故
信
に
ち
な
ん
だ

「故

信
講
」
)
の
結
成
が
決
ま
っ
た
。

講
は
、

一
O
年
ほ

ど
で
大
き
く
発
展
す
る
。

そ
れ
は
、
呑
龍
講
が
明
治

二
O
年
の
大
光
院
の
参
道
整
備
の
中
心
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

明
治
二
七
年
に
は
、
境
内

に
講
事
務
所
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
入
会
規

定
や
講
金

(寄
付
金
)
な
ど
の
規
定
も
こ
の
こ
ろ
つ

く
ら

れ
た
。

短
期
間
に
大
光
院
は
、
幸
院
の
性
格
を
大
き
く
変

え
た
。

権
威
に
支
え
ら
れ
た
特
権
的
寺
院
か
ら
、
講

組
織
を
中
心
と
す
る
参
詣
寺
院
に
シ
フ
ト
し
た
の
で

あ
る
。
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呑
龍
講

き
て
、
呑
抽
出
講
は
参
拝
講
で
あ
る。
講
貝
は
、
春

と
秋
の
講
会
に
参
加
し
、
閉
山
堂
(
呑
龍
堂
)
で
行

わ
れ
る
祈
願
会
に
参
列
す
る
。

講
員
の
総
数
に
つ
い



番他t:J例 と呑飽講

て
は
確
か
な
数
字
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
つ
て
の
筆

者
の
調
査
で
は
、
大
正
七
年
1

一
二
年
の
講
員
は

一

万
四
O
O
O

前
後
で
あ
っ
た
。

講
の
分
布
は
関
東
地
方
を
中
心
と
し
、
大
光
院
に

比
較
的
近
い
地
域
に
集
中
し
て
い
る
が
、
中
に
は
、

か
な
り
の
遠
隔
地
も
あ
る
。

呑
龍
講
の
拡
大
に
は
、
「
分
身
所
」
の
果
た
し
た

役
割
が
大
き
か
っ
た
。

分
身
所
と
は
、
大
光
院
か
ら

呑
能
像
を
勧
縞
し
た
寺
院
な
ど
で
、
い
わ
ば
呑
龍
像

分
記
寺
院
で
あ
る
。

こ
の
分
布
は
全
国
に
及
び
、
確

認
さ
れ
た
寺
院
だ
け
で
も
七
O
に
近
い
。

分
身
所
の

中
に
は
、
浄
土

宗
以
外
の
寺
も
あ
り
、
宗
派
も
臨
済

宗
、
真
言
宗
、
時
宗
、
天
台
宗
、
曹
洞
宗
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。

分
身
所
は
、
は
じ
め
は
大
光
院
の
布
教
努
力
に
よ

っ

て
定
着
し
て
い
く
が
、
や
が
て
、
各
地
の
信
者
や

各
宗
寺
院
の
自

主
的
勧
請
も
増
え
て
い
く
。

呑
能
信

仰
は
し
だ
い
に
宗
派
を
超
え
て
発
展
し
て
い

っ
た
。

呑
随
信
仰
の
拡
大
に
威
力
を
発
揮
し
た
の
が
、
前

述
の
鶴
殺
し
の
良
民
を
守
っ
た
逸
話
で
あ
る
。

さ
ら

に
、
呑
能
が
当
時
貧
困
の
た
め
間
引
き
と
い
う
嬰
児

殺
し
が
蔓
延
し
て
い
た
こ
と
を
悲
し
み
、
子
供
を
大

光
院
に
引
き
取
り
弟
子
と
し
て
育
て
た
、
と
い
う
逸

話
が
あ
る
。

民
間
に
は
御
朱
印

三
百
石
を
子
供
の
養

育
に
あ
て
た
と
い
う
話
が
広
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な

逸
話
を
背
景
に
し
た
子
供
の
生
育
祈
願
が
呑
龍
信
仰

の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。

現
在
で
も
「子
育

て
呑
龍
」
と
い
う
呼
称
が
定
着
し
て
お
り
、
大
光
院

に
は
七
五
三
の
時
期
に
な
る
と
ひ

っ
き
り
な
し
に
子

供
連
れ
の
家
族
が
訪
れ
る
。

ま
た
新
生
児
を
抱
え
た

宮
拳
り
と
全
く
同
糠
の
ス
タ
イ
ル
で
の
参
拝
も
多

い
。

さ
ら
に
は
、

「弟
子
入
り
」
と
称
し
、
子
供
た

ち
が
擬
似
的
に
呑
胞
の
弟
子
と
な
る
儀
礼
が
今
日
も

盛
ん
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
子
育
て
信
仰
そ
の
も

の
は
呑
龍
信
仰
に
先
立
っ
て
認
め
ら
れ
る
民
俗
信
仰

で
あ
る
。

呑
龍
信
仰
の
広
が
る
中
で
、
土
着
信
仰
が

積
極
的
に
呑
億
信
仰
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い

っ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。
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呑
龍
伝

き
、
弟

一
郎
と
と
も
に
大
光
院
へ
参
拝
し
祈
願
し
た

と
こ
ろ
、
両
脚
で
立
ち
、
歩
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

三
人
は
大
い
に
喜
び
、
大
光
院
閉
山
堂
に
萎

え
た
足
を
支
え
た
鉄
製
の
板
と
杖
を
奉
納
し
た
。

こ
の
よ
う
な
印
刷
物
に
な
っ
た
霊
験
諌
だ
け
で
も

三
O
か
ら
四
O
ち

あ
る
。
実
際
に
は
こ
れ
を
は
る
か

に
超
え
る
教
の
霊
験
が
語
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

治

病
、
救
命
、
火
伏
せ
、
降
雨
、
安
産
な
ど
、
民
衆
に

と

っ
て
切
実
な
テ
l

マ
が
題
材
と
さ
れ
、
は
っ
き
り

と
し
た
現
世
利
益
が
打
ち
曲
さ
れ
て
い
る
。

呑
飽
講

を
組
織
し
て
い
く
世
話
人
た
ち
は
、
こ
の
霊
験
部
を

有
力
な
布
教
手
段
と
し
た
。

人
物
、
出
来
事
な
ど
が

具
体
的
で
あ
り
、
固
有
名
詞
で
語
ら
れ
る
の
は
リ
ア

リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
布
教
効
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ

ろ
、
ヮ。
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き
て
、
呑
穂
信
仰
の
拡
大
に
は
「
子
育
て
」
以
外

に
も
呑
龍
の
伝
記
、
霊
験
諌
が
威
力
を
発
揮
し
た
。

呑
龍
伝
は
、
史
実
に
神
秘
的
要
素
を
加
え
た
も
の
が

作
ら
れ
て
い
る
。

日
照
り
で
苦
し
む
農
民
の
求
め
に

応
え
て
、
降
雨
を
得
た
話
(
雨
乞
い
呑
穂
)
や
幼
少

時
の
神
秘
的
事
象
が
広
く
流
布
し
た
。

霊
験
開
は
、

人
物
、
起
こ
っ
た
日
時
、
場
所
が
具
体
的
に
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

呑
傭
信
仰
の
場
合
、

霊
験
の
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
時
期
が
と
く
に
明
治
期

に
集
中
し
て
い
る
。

一
つ
の
例
を
挙
げ
て
み
る
。

美
作
国
久
米
南
条
郡
下
籾
村
出
身
の
近
藤
準
見
は

足
尾
銅
山
の
坑
夫
で
あ
っ
た
。

明
治
二
一
年

一
月
五

日
、
賓
子
橋
坑
内
で
作
業
中
、
長
さ
八
尺
、
横
四
尺
、

厚
さ

一
尺
八
寸
の
岩
石
が
落
下
し
強
く
打
撲
し
た
。

一
命
は
と
り
と
め
た
が
両
日
を
失
明
し
両
脚
が
萎
え

て
し
ま
っ
た
。

同
僚
に
呑
寵
信
者
の
坂
本
と
い
う
人

物
が
い
て
呑
龍
の
霊
験
を
聞
か
せ
た
。

近
藤
は
妻
た

民
衆
密
着

呑
穂
信
仰
に
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
来
世
往
生
を

本
義
と
す
る
浄
土
宗
の
伝
統
と
は
ズ
レ
が
あ
る
。

し



呑総信仰と呑総欝

か
し
、
こ
の
ズ
レ
こ
そ
、

民
衆
密
着
型
の
宗
教
運
動

と
し
て
根
強
く
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
あ
る
。

明
治
期
、
危
機
的
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
進
め

ら
れ
た
大
光
院
再
建
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、

浄
土
宗
の

正
統
教
義
を

一
歩
踏
み
越
え
て
、
呑
龍
と
い
う
閉
山

上
人
へ
の
信
仰
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。

布
教
の
際
、

現
世
利
益
と
祈
願
儀
礼
が
大
い
に
強
調
さ
れ
た
。

ま

た
、

も
と
も
と
地
域
に
あ

っ
た
民
俗
的
信
仰
の
子
育

て
信
仰
を
吸
収
し
て
「
子
育
て
呑
蘭
」
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
た
。

大
光
院
境
内
は
今
日
で
も
、
年
中
行
事
の
際
に
は

参
詣
者
で
ご
っ
た
返
す
。

本
堂
を
は
る
か
に
し
の
ぐ

規
模
の
開
山
堂

(呑
龍
堂
)
で
は
、

大
型
太
厳
の
連

打
に
よ
る
読
経
が
行
わ
れ
、
き
な
が
ら
密
教
寺
院
の

祈
祷
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
。

ま
た
、
大
き
な
香
炉
か

ら
の
ぼ
る
煙
を
身
体
の
各
所
に
当
て
て
い
る
参
詣
者

の
姿
は
、
浅
草
寺
や
巣
鳴
の
と
げ
抜
き
地
蔵
の
そ
れ

と

全
く
同
じ
で
あ
る
。

呑
飽
信
仰
は
、
伝
統
仏
教
の
危
機
的
状
況
か
ら
生

ま
れ
た
宗
教
運
動
で
あ
る
。

大
光
院
の
積
極
的
布
教

に
よ
り
地
歩
が
固
め
ら
れ
、
地
方
に
拠
点
が
形
成
さ

れ
る
に
つ
れ
て
さ
ら
に
発
展
し
た
。

信
仰
レ
ベ
ル
で

み
れ
ば
、
民
俗
信
仰
を
取
り
込
ん
だ
現
世
利
益
の
面

が
強
く
、
こ
れ
を

パ
ネ
に
広
く
民
衆
層
に
食
い
込
ん

だ
。現

代
仏
教
教
団
に
と
っ

て
、
現
代
人
へ
の
伝
道
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

呑
寵
信
仰
の
あ
り
ょ
う
か
ら
、

こ
れ
へ
の
示
唆
を
よ
み
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う

。
(

文
中

・

敬
称
略
)

{掴層
圏
胃
掌
・
g
務
長
}
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平
成
十
八
年
四
月
、
浄
土
宗
を
代
表
す
る
名

僧
の
一
人
、
呑
龍
上
人
の
生
誕
四
百
五
十
年
を

迎
え
る
。

呑
龍
上
人
は
浄
土
宗
興
隆
の
基
礎
を

作
っ
た
観
智
国
師
(
存
応
上
人
)
の
弟
子
の
一

人
で
群
馬
県
太
田
の
大
光
院
住
職
と
し
て
そ
の

名
を
知
ら
し
め
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
る
子
育
て

か
ら
、
子
育
て
呑
龍
さ
ま
と
北
関
東
を
中
心
に

今
も
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
呑
龍
上
人
を
広
く
世
に
知
ら
し
め
ん
と

埼
玉
呑
龍
会
が
中
心
と
な
り
、
呑
龍
上
人
絵
伝

刊
行
会
を
発
足
さ
せ
、
こ
の
度
の
刊
行
と
な

っ

た
。

呑
龍
上
人
の
師
で
あ
る
観
智
国
師
の
絵
巻

を
描
か
れ
た
橋
本
盛
治
画
伯
の
六
十
三
枚
の
絵

と
、
呑
龍
さ
ま
の
寺
と
し
て
有
名
な
埼
玉
川
越

蓮
聾
寺
住
職
・
粂
原
恒
久
師
の
調
書
に
よ
る
生

涯
を
綴
っ
た
絵
伝
、
呑
龍
上
人
の
略
年
表

、
呑

龍
上
人
有
縁
寺
院
の

一
覧
表
な
ど
、
い
ま
ま
で

整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
情
報
も
盛
り
込
ま
れ

た
誌
面
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
巻
頭
で
開
会
代

表
の
石
田
祐
寛
師
が
「
こ
う
し
た
世
に
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
に
人
間
味
あ
ふ
れ
る
呑
龍
上
人

に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
る
よ
う
に
、
絵

伝
に
も
か
か
わ
ら
ず
ソ
フ
ト
カ
パ
l

の
普
及
版

と
し
、
頒
価
も
絵
伝
と
し
て
は
か
な
り
抑
さ
え

て
い
る
。

も
と
も
と
太
田
大
光
院
の
住
職
と
な

っ
た
日

野
霊
瑞
師
の
呑
龍
講
が
元
と
な

っ
て
北
関
東
を

中
心
に
呑
蕗
信
仰
は
広
が
っ
た
が
、
絵
伝
の
呑

龍
上
人
有
縁
寺
院
一
覧
表
に
も
あ
る
よ
う
に
、

遠
く
関
西
、
三
河
に
ま
で
そ
の
信
仰
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

「こ
の
出
版
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
さ
ら
な
る
有
縁
寺
院
が
見
つ
か

れ
ば
」
と
閉
会
で
は
期
待
を
寄
せ
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
価
値
あ
る
出
版
に

な
り
そ
う
だ
。

内
容
的
に
も
読
み
や
す
き
を
考
慮
し
、
各
種

伝
記
や
一
代
記
な
ど
を
幅
広
く
読
ん
だ
上
で
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
絞
っ
て
い
る
。

ま
た
画
家
の
足

を
使
っ
た
取
材
な
ら
で
は
の
話
も
う
ま
く
取
り

込
ま
れ
て
い
る
。

普
及
版
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
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文

若
年
層
に
も
な
じ
め
る
よ
う
に
と
文
章
も
平
易

に
綴
ら
れ
た
の
も
好
感
が
持
て
る
。

確
か
に
、

家
庭
内
の
緋
が
薄
れ
、
親
子
聞
は
も
ち
ろ
ん
孫

や
祖
父
祖
母
ま
で
巻
き
込
む
事
件
が
多
発
す
る

昨
今
、
終
生
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
を
救
い
、

ま
た
親
の
た
め
に
国
禁
を
犯
し
た
若
者
を
地
舵

や
名
誉
を
投
げ
捨
て
て
救
っ
た
呑
龍
上
人
の
お

念
仏
に
裏
打
ち
さ
れ
た
慈
悲
、
人
間
愛
に
満
ち

た
生
き
様
を
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
人

び
と
に
読
ん
で
も
ら
う
の
は
ま
さ
に
生
き
た
仏

法
で
あ
る
。

時
代
や
環
境
は
変
わ
っ
て
も
人
の
情
け
や
愛

情
は
変
わ
る
べ
き
で
は
な
い
、
こ

の
思
い
に
賛

同
し
た
埼
玉
を
中
心
と
し
た
呑
龍
上
人
有
縁
の

寺
院
僧
侶
有
志
と
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
近
い
形

で
六
十
三
枚
に
及
ぶ
絵
を
描
か
れ
た
画
家
橋
本

豊
治
先
生
、
こ
の
両
者
の
其
剣
な
「
呑
龍
上
人

い
ま
再
び
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た

一
冊

に
な
っ
て
い
る

。

21 



撮
影
/

タ
カ
オ
カ
邦
彦

文
/
真
山
剛

山門前には徳本行蓄の名号、 「南無阿弥陀仏 徳本J の石"が建っている



寺院紀行

東
京
の
文
京
区
は
文
教
区
と

言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
学
校
が
多
い
区
で
、
ま
た

色
々
な
名
前
の
つ
い
た
坂
も
多
い
が
、
そ
の
文
京
区
千
石
の
白
山
通
り
か
ら
続

く
名
も
な
い
細
い
坂
を
上
が
り
き
る
手
前
右
手
に
締
麗
な
山
門
が
あ
る
。

山
門

右
手
前
に
、
こ
れ
も
ま
だ
新
し
い
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

高
さ
2

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
そ
の
石
碑
に
彫
ら
れ
て
い
る
名
号
は
丸
く
特
徴

あ
る
も
の
で
徳
本
名
号
と
い
わ
れ
る
独
特
の
名
号
だ
。

そ
し
て
こ
の
名
号
は
そ

れ
こ
そ
江
戸
時
代
に
誰
か
ら
も

一
番
欲
し
が
ら
れ
た
名
号
で
あ
る
。

こ
の
名
号
を
書
か
れ
た
の
は
徳
本
上
人
で
、
そ
の
名
を
「と
く
ほ
ん
」
と
読

む
の
だ
が
、
こ
の
お
寺
の
あ
た
り
で
は
「
と
っ
こ
ん」
と
読
ま
れ
、
と
っ
こ
ん

さ
ま
、
と
っ
こ
ん
さ
ま
と
親
し
み
と
尊
敬
の
念
を
持

っ

て
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ

し
て
こ
の
徳
本
上
人
は
比
類
な
き
念
仏
行
者
で
、
千
石
の
小
高
い
丘
に
伽
藍
を

構
え
る
こ
の
天
暁
山

一
行
院
満
徳
寺
に
眠
っ
て
い
る
。

一
行
院
の
山
門
を
く
ぐ
る
と

左
手
に
数
多
く
の
墓
石
が
ま
と
め
で
あ
る
。

そ

の
数
お
よ
そ
二
百
基
。

最
近
は
無
縁
に
な
る
お
墓
も
多
く
、
お
寺
が
そ
う
し
た

墓
石
を
ま
と
め
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の

一
行
院
の
墓
石
群
は
ち
ょ
っ
と
訳
が

違
う
。

こ
の
す
べ
て
が
徳
本
上
人
を
慕
い
、
徳
本
上
人
の
眠
る
近
く
で

自
分
も

永
眠
し
た
い
と
切
望
し
た
徳
本
上
人
の
信
者
の
墓
石
な
の
で
あ
る
。

「
一
行
院
の
お
檀
家
さ
ん
は
こ
百
三
十
軒
ぐ
ら
い
な
の
で
す
が
、
と
っ
こ
ん
さ

ん
の
そ
ば
で
眠
り
た
い
と
い
う
信
者
の
方
た
ち
の
お
墓
が
こ
ん
な
に
あ
っ
た
の

で
す
。

ど
の
方
も
お
墓
と
し
て
は

一
代
限
り
の
方
た
ち
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
多

たで狙
a5符
り紙
、 .

こ停
のの
名名

告
をそ
偲
者徳

に'"銀行
け者
ての
い医
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く
の
方
が
徳
本
上
人
を
慕
い
、
ま
た
同
時
に
こ
の
お

寺
も
そ
う
い
う
信
者
を
受

け
入
れ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
」

こ
う
説
明
し
て
く
れ
た
の
が

一
行
院
第
八
世
で
、
こ
の
四
月
に
は
浄
土
宗
大

本
山
増
上
寺
の
御
忌
で
唱
導
師
を
勤
め
ら
れ
る
八
木
季
生
住
職
だ
。

浄
土
宗
に
は
布
教
師
と
呼
ば
れ
る
檀
信
徒
へ
の
説
法
を
専
門
に
学
ぶ
僧
侶
が

い
る
が
、
そ
の
布
教
師
会
の
重
鎮
で
、
ま
た
、
以
前
に
は
浄

土
宗
東
京
事
務
所

の
所
長
も
務
め
ら
れ
た
方
で
あ
る
。

そ
の
住
職
が
護
っ

て
い
る
の
が

一
行
院
で
、
創
建
は

}
六
二
六
年

(寛
永
三

年
)
。本
誉
春
貞
上
人
を
閉
山
と
す
る
四
百
年
近
い
歴
史
の
あ
る
寺
院
な
の
だ

が
、
な
ぜ
か
現
住
職
は
第
八
世
な
の
で
あ
る
。
一
人
の
住
職
が
五
十
年
間
務
め

あ
げ
、
そ
れ
が
続
け
て
八
代
続
か
な
い
と
ど
う
も
辻
棲
が
合
わ
な
い
。

そ
こ
で

住
職
に
聞
い
て
み
た
。

「私
の
第
八
世
は
徳
本
上
人
を
第

一
世
と
し
て
の
第
八
世
な
の
で
す
。

正
確
に

言
え
ば
徳
本
上
人
の
前
に
十
数
世
の
住
職
が
い
ま
し
た
か
ら
合
算
す
れ
ば二十

数
世
に
な
り
ま
す
が
、
想
本
上
人
が
入
る
前
の
こ
の

一
行
院
は
あ
る
文
献
に
は

『廃
寺
』
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
さ
び
れ
た

草
庵
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

で
す

か
ら
徳
本
上
人
を
中
興
関
山
と
し
て
以
後
は
数
え
て
い
る
の
で
す

」

廃
寺
同
然
の
お
寺
が
ど
う
い
う
理
由
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
か
。

「徳
本
上
人
は
紀
州
和
歌
山
の
民
家
の
家
に

生
ま
れ
、
四
歳
の
時
に
仲
の
良
い

友
達
の
死
に
直
面
し
て
以
来
仏
心
が
芽

生
え
、
念
仏
を
称
え
た
と
い
い
ま
す
。
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寺院紀行

で
す
が
両
親
の
反
対
も
あ
り
、

二
十
六
歳
と
い
う
遅
い
出
家
に
な
り
ま
し
た
が
、

出
家
以
後
は
霊
験
あ
ら
た
か
な
念
仏
行
者
と
し
て
多
く
の
人
々
を
救
い
、
世
に

広
く
知
れ
渡
っ
た
名
僧
で
す
。

そ
の
名
僧
が
江
戸
に
呼
ば
れ
伝
通
院
に
住
し
ま

す
。

念
仏
行
者
と
し
て
の
徳
本
上
人
の
人
気
は
絶
大
な
も
の
が
あ
り
、
上
人
か

ら
十
念
や
名
号

札
を
授
か
っ
て
病
気
平
癒
や
安
産
、
家
内
安
全
な
ど
の
利
益
を

受
け
よ
う
と
、
江
戸
庶
民
か
ら
大
奥
の
女
中
た
ち
ま
で
が
伝
通
院
に
押
し
寄
せ
、

そ
の
あ
ま
り
の
信
者
の
多
さ
か
ら
上
人
が
勝
尾
寺
へ
帰
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

そ
れ
を
引
き
止
め
た
の
が
第
十

一
代
将
軍
家
斉
公
で
、
実
母
の
病

を
治
し
て
も
ら
っ

た
穂
本
上
人
に
こ
の
江
戸
に
留
ま

っ
て
欲
し
い
と
、

一
か
寺

を
用
意
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
こ
の

一
行
院
だ
っ
た
の
で
す

」

江
戸
時
代
は
三
代
将
軍
家
光
公
の
時
に
す
で
に
新
寺
建
立
が
禁
止
さ
れ
て
い

て
、
将
軍
と
い
え
ど
も
態
本
上
人
の
た
め
に
新
し
く
お
寺
を
建
立
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
家
斉
公
は
伝
通
院
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
お
寺
を

探
し
、
こ
の

一
行
院
に
住
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
草
庵
の
よ
う
な
お
寺
は

一
瞬
に
し
て
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。

二
千
坪
の
境
内
地
、
山
門
前
の
坂
道
の
向
こ
う
に
は
お
寺
用
の
畑
と
し
て
八

百
坪
、
少
し
離
れ
て
は
い
る
が
、
現
在
の
北
区
の
西
原
に
や
は
り
お
寺
用
と
し

て
の
田
ん
ぼ
が
二
千
坪
。

弟
子
も
多
い
名
僧
を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
将
箪
に
よ

っ
て
準
備
万
端
、
す
べ
て
が
揃
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
将
軍
の
計
ら
い
に
徳
本
上
人
は
帰
郷
せ
ず
江

戸
で
生
涯
を
終
え
る

温
四
本
行
事
は
念
仏
を
本
当
に
唯
一
の
行
と

し
、

縄
本
と
し
て
学
ん
だ
の
は
『
一
枝
起

属
文
』
だ
け
だ
と
い
う
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こ
と
を
決
意
、
多
く
の
弟
子
と
共
に

一
行
院
で
の
念
仏
に
励
ん
だ
。

そ
し
て

一

行
院
の
中
興
開
山
と
な
っ
て
か
ら
二
年
後
の

一
八
一
八
年
、
六
十
一
歳
の
生
涯

を
終
え
、
こ
の
地
で
念
仏
往
生
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
徳
本
上
人
の
墓
は
い
ま
も

一
行
院
に
あ
る
が
、
五
メ
ー
ト
ル
四
方
も
あ

ろ
う
か
と
い
う
立
派
な
基
で
、
篤
信
者
が
御
影
石
を
原
産
地
の
播
磨
(
兵
庫
県)

か
ら
船
で
運
び
、
品
川
の
港
か
ら
は
信
者
が
念
仏
を
称
え
な
が
ら
車
八
台
で
運

ぴ
、
そ
の
墓
石
の
基
礎
を
千
本
突
き
で
固
め
た
墓
で
あ
る
。

と
っ
こ
ん
さ
ま
の

お
墓
を
建
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
が
、
い
つ
誰

が
地
固
め
を
し
た
か
、
墓
作
り
の
詳
細
が
き
ち
ん
と
残
さ
れ
て
い
る
。

念
仏
行
者
と
し
て
の
徳
本
上
人
の
生
い
立
ち
か
ら
往
生
後
の
こ
と
ま
で
、
徳

本
上
人
の
修
行
の
様
子
、
起
こ
し
た
奇
瑞
の
数
々
、
大
奥
女
中
か
ら
江

戸
庶
民

ま
で
の
信
仰
な
ど
が
書
物
に
記
さ
れ
た
が
、
弟
子
に
よ
る
聞
き
書
き
の
「徳
本

行
者
伝
』
六
十
巻
本
に
後
半
生
の
こ
と
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
六
十

巻
本
の
原
本
は

一
行
院
が
被
災
し
た
時
に
伽
藍
と
と
も
に
焼
失
し
た
が
、
徳
本

上
人
を
師
と
仰
ぐ
僧
侶
に
よ
っ
て
写
さ
れ
、
そ
の
写
本
が
現
在
も
大
正
大
学
に

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
浄

土
宗
を
代

表
す
る
名
僧
、
福
田
行
誠
上
人
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
三
巻
本
も
残
さ
れ
、

い
ま
で
も
穂
本
行
者
の
足
跡
や
奇
瑞
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る。
行
者
と
い
え

る
僧
侶
が
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
昨
今
だ
が
、
徳
本
行
者
の
伝
記
を
読
め

ば
行
者
が

一
体
ど
う
い
う
も
の
か
が
わ
か
る
が
、
想
像
を
絶
す
る

厳
し
さ
と
、

千
石
の
千
は
あ
た
り
を
液
れ
た
千
川
か
ら

と
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
舎
は
川
は
な
く
、

圏
直
水
と
な
り
六
園
開
園
閣
の
池
に
も
涜
れ
込
ん

で
い
る
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信
仰
の
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
そ
ん
な
穂
本
上
人
に
つ
い
て
、

一
行
院
住
職
な
ら
で
は
の
話
を
八
木

住
職
が
し
て
く
れ
た
。

そ
う
、
伝
記
に
は
な
い
話
で
あ
る
。

こ
れ
は
門
伝
と
し
て
第
八
世
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
徳
本
上
人
が

自
分
の
死
後
、
百
年
し
た
ら
慕
を
掘
り
起
こ
し
遺
体
を
確
認
し
ろ
、
と青
い
残

し
た
と
い
う
の
だ
。

上
人
は
一
八
一
八
年
に
遷
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
百
年
後
が

一
九
一
七
年
、
大
正
七
年
が
そ
の
百
年
後
に
あ
た
っ
た
。

八
木
住
職
は
昭
和
四

年
生
ま
れ
な
の
で
百
年
後
に
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
。

そ
の
時
は
結
局
お
基

は
掘
り
起
こ
さ
れ
ず
、
そ
の
後
も
口
伝
だ
け
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
八
木
住
職
は
百
五
十
年
目
に
あ
た
る

一
九
六
七
年
、
昭
和
四
十
二
年

に
徳
本
上
人
の
遺
言
と
も

言
え
る
そ
の
口
伝
を
実
行
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。

当
時
は
今
ほ
ど
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
重
機
が
充
実
し
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

現
在
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
隣
地
が
当

時
は
ま
だ
駐
車
場
で
、
重
機
を

運
び
入
れ
、
大
き
な
墓
石
を
仮
世
き
す
る
に
は
十
分
だ
っ
た
と
い
う
。

伝
記
に
残
る
多
く
の
奇
瑞
も
あ
る
。

そ
の
億
本
上
人
が
言
い
残
し
た
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

そ
ん
な
思
い
に
か
ら

れ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
口
伝
で
あ
る
。

自
分
し
か
間
い
て
い
な
い

だ
け
に
、
も
し
実
際
に
お
暮
を
銅
り
起
こ
す
こ
と
に
反
対
が
起
き
た
ら
、
そ
れ

を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
基
を
元
に
一民
す
と
き
、
千

本
突
き
と
い
う
入
手
の
必
要
な
同
じ
方
法
で
行
え
る
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
不

一
行
院
歴
代
上
人
の
.
.
 一
行
院
では
植
田

本
行
奮
を
第
一

一也
と
し
て
、

現
住
圃
聞
が
鍵

八
位
に
あ
た
る
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安
か
ら
八
木
住
臓
は
実
行
に
移
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

も
し
、
掘
り
起
こ
し
て

い
た
ら
、
伝
記
に
新
た
な

一
頁
が
加
わ
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が

:
:
:

。

そ
の
後
、
だ
い
ぶ
経

つ

て
の
こ
と
だ
そ
う
だ
が
、
新
潟
在
住
の
徳
本
上
人
有

縁
の
方
で
、
同
じ
百
年
後
の
揃
り
起
こ
し
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
と
偶

然
出
会
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
に
は
住
機
も
驚
い
た
と
い
う
。

も
し
こ
の
出
会
い

が
早
か
っ
た
な
ら
、
新
た
な
奇
瑞
が
起
き
て
い
た
か
も
し
れ
な
い。

「本
当
に
あ
の
時
は
迷
い
ま
し
た
。

色
々
な
点
で
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な

か
っ
た
。

周
辺
の
状
況
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私
自
身
も
若
か
っ
た
で
す
か
ら

ね
。

で
も
、
や
は
り
U
伝
と
い
う
こ
と
と
、
元
通
り
の
修
復
を
考
え
る
と
、
ど

う
し
て
も
最
後
の
あ
と

一
歩
が
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」

没
後
二
百
年
は
二
O
一
七
年
に
な
る
。

徳
本
上
人
が
言
い
残
し
た
二
倍
の
月

日
が
経
つ
が
、
そ
の
時
は
果
た
し
て
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
:
:
:

。

き
て
、
八
木
住
聡
が
掘
り
起
こ
し
を
断
念
し
た

三
年
後
に
現
在
の
本
堂
が
落

慶
す
る
。

本
堂
復
興
に
は
布
教
師
会
で
指
導
を
受
け
た
先
生
の
「お
寺
は
建
っ

て
い
る
だ
け
で
教
化
な
ん
だ
。

で
き
る
だ
け
早
く
本
堂
を
建
て
な
さ
い
」
と
い

う

一
一
言が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う

。

そ
し
て
四
年
後
に
は
今
度
は
客
殿
庫
裡

が
完
成
す
る
。

こ
れ
は
篤
信
者
の
寄
付
が
き
っ
か
け
だ
っ
た。

そ
し
て
十
年
前
の
山
門
建
立
。

か
つ
て
徳
本
行
者
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
整

え
ら
れ
た
伽
藍
が
八
木
住
臓
の
手
で
復
興
し
た
の
で
あ
る
。

「私
は
九
人
兄
弟
の
末

っ
子
で
兄
が
二
人
い
ま
し
た
か
ら
、

医
者
に
な
る
つ
も

徳
本
行
寄
の
よ
う
に
念
仏
に
生
き
た
山
園
町

"
策
上
人
の
お
・
が
一
行
院
に
あ
る
.
­

取
っ
た
お
E
B
-
-
さ
ん
か
ら
遣
・
胃
の一
舗
を

s
a
し
て
く
れ
る
よ
う
頒
ま
れ
た
も
の
だ

と
い
う
.
ま
た
困
問
殿
上
人
も
六
十
幽
宮
本
を

売
に
た
び
た
.
ひ
こ
の
一
行
院
を
お
れ
て
い
る
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り
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
二
十
歳
違
い
の
兄
は
私
が
二
歳
の
時
に

病
気
で
、
十
歳
違
い
の
兄
は
戦
争
で
そ
れ
ぞ
れ
亡
く
な
り
ま
し
た
。

先
代
で
あ

る
父
は
私
に
寺
を
継
げ
と
は
い
い
ま
せ
ん
で
し
た。
医
者
で
も
僧
侶
で
も
好
き

な
者
に
な
り
な
さ
い
、
と
。

で
す
が
、
向
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
で
あ
り
、
徳

本
上
人
の
遺
跡
で
も
あ
る
訳
で
す
。

戦
後
の
焼
け
野
原
の
中
で
し
た
が
、
法
灯

を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」

と
は

い
え
、
唯

一
小
さ
な
お
釈
迦
様
の
誕
生
仏
し
か
残
っ
て
い
な
い
お
寺
を

再
興
さ
せ
る
に
は
、
土
地
を
処
分
す
る
な
ど
苦
労
続
き
だ
っ
た
。

先
代
住
職
が

長
く
騎
尿
病
で
寝
込
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
八
木
住
職
の
伽
藍
再
建
に
は
多

く
の
費
用
と
労
力
、
そ
し
て
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

こ
う
し
た
ご
苦
労
を
釆
り
越
え
迎
え
る
の
が
こ
の
御
忌
の
唱
導
師
で
あ
る

。

一
行
院
の
中
興
上
人
と
な
っ
た
徳
本
上
人
は
九
歳
の
時
の
旅
の
僧
に
も
ら
っ
た

一
文
、
法
然
上
人
の
御
遺
訓
で
あ
る

「
一枚
起
請
文
」
を
唯

一
の
師
と
し
て

、

た
だ
ひ
た
す
ら
念
仏
を
称
え
た
と
い
う
。

多
く
い
た
弟
子
に
も
経
本
を
読
ま
せ

ず
一
向
に
念
仏
さ
せ
た
と
い
う
。

生
涯
で
件
を
勧
め
た
の
は
向
分
の
幕
の
後
ろ

に
眠
る
た
だ

一
人
の
高
弟
だ
け
だ

っ
た
。

法
然
上
人
の
法
事
で
あ
る
御
忌
の
法

要
で
は
も
ち
ろ
ん
こ
の

ご
枚
起
請
文
」
が
読
ま
れ
る
。

態
本
上
人
の
お
寺
、

一
行
院
の
八
木
住
職
は
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
「
一枚
起
請
文
」
を
読
ま
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

ど
ん
な
思
い
な
の
か
、
で
き
れ
ば

一
行
院
の
境
内
の
桜
が
満
開
の

こ
ろ
も
う

一
度
足
を
運
び
、
住
職
に
お
気
持
ち
を
聞
い

て
み
た
い
。

(ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

)

安
取
二
年
の
大
地
鎗
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

た
ち
の
倹
-
E
S.
幅
帽
の
上
に
も
徳
本
名
号

が
渇
っ
て
い
る

-
し
い
笑
顔
の
八
木
参
笠
住
m
・

医
者
を

.
，
み
た
が、
兄
の
園
開
死
も
あ
り

、

-
e
の

遂
を
選
ば
れ
た
.

宜w敏
一
筋
に
学
ん
で
こ

ら
れ
た
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会いたい人

黒
鉄
さ
ん
を
意
識
し
た
最
初
は
、
楓
爽
た
る
歌
舞

伎
花
形
の
初
代
尾
上
辰
之
助
と
連
れ
立
っ
て
夜
な
夜

な
銀
座
な
ど
に
出
没
し
、
二
人
は
も
の
す
ご
く
仲
が

い
い
ら
し
い
、
と
い
う
噂
で
だ
っ
た
。

私
が
歌
舞
伎

役
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
何
か
書
き
た
い
、
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
辰
之
助
の
父
で
あ
る
こ

代
目
松
緑
の
粋
で
酒
脱
で
男
っ
ぽ
い
魅
力
に
ひ
か
れ

た
せ
い
だ
け
れ
ど
、
四
十
歳
で
早
逝
し
た
辰
之
助
か

ら
親
し
く
話
を
聞
く
機
会
は
つ
い
に
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
黒
鉄
さ
ん
と
き
た
ら
:
:
:
、
松
緑
邸
で
辰

之
助
の
三
味
線
と
唄
を
聴
き
な
が
ら
な
ん
と
ピ
l

ル

を
飲
む
。
辰
之
助
の
後
ろ
に
い
て
興
に
乗
っ
た
松
緑

ば
ち

が
象
牙
の
慢
を
か
ま
え
て
途
中
か
ら
加
わ
る
間
合
い

を
計
っ
て
い
る
姿
を
発
見
し
、
息
を
飲
む
、
な
ど
と

カ
ル
タ

書
く
(
『
色
い
ろ
花
骨
牌
』
)。

や
が
て
松
緑
の
三
味

線
の
音
が
息
子
の
そ
れ
に
覆
い
被
さ
り
、
弾
き
続
け

る
康
之
助
が
親
父
さ
ん
の
音
を
跳
ね
返
す
か
の
よ
う

に
気
迫
を
こ
め
る
と
、
ま
た
松
緑
の
音
色
も
息
子
を

ね援
じ
伏
せ
る
か
に
迫
る
。

と
官

『
こ
の
上
な
く
賀
沢
で
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
刻
の
刻
」

と
黒
鉄
さ
ん
は
書
く

。

羨
ま
し
い
と
い
う
よ
り
は
、
あ
ん
な
に
素
敵
だ
っ

た
こ
人
の
役
者
と
こ
れ
ほ
ど
の

つ
き
あ
い
を
し
た
黒

鉄
さ
ん
の
人
間
的
魅
力
に
敬
意
を
表
し

た
い

.

「享

(辰
之
助
の
本
名
)
と
は
、
亡
く
な
る
ま
で
の

十
年
間
ほ
と

ん
ど
毎
晩
の
よ
う
に

会
っ
て
ま
し
た

ね
。

今
思
え
ば
呆
れ
る
く
ら
い
。

知
り
合
う
前
か
ら

歌
舞
伎
は
観
て
ま
し
た
け
ど
、
知
り
合
っ

て
追
う
入

り
口
か
ら
入
り
始
め
た
。

違
う
角
度
か
ら
観
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す。

今
は
興
味
が
な
く
な
り
ま
し
て

ね
、
愚
民
の
役
者
が
で
き
な
い
の
か
、
作
ら
な
い
の

か
つ
ぜ
っ

か
:
:
:。

事
の
閥
舌
は
よ
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
よ

く
響
い
て
。

発
声
が
ベ
ル
カ
ン
ト
だ
っ
た
で
し
ょ
」

二
人
の
出
会
い
は
、
辰
之
助
の
ラ
ジ
オ
器
組
に

黒

鉄
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
に
招
か
れ
、
小
学
校
入
学
前
に
故

郷
土
佐
の
佐
久
楽
座
で
観
た
ど
さ
回
り
の
『
忠
臣
蔵
』

に
つ
い
て
語
っ
た
と
き
。

「心
底
面
白
が
っ
て
聴
い
て
く
れ
て
、
収
録
が
終
っ

た
ら
、
こ
の
あ
と
御

予
定
は
?

っ

て
飲
む
手
撮
り

を
し
て
み
せ
た
ん
で
す
よ
。
六
本
木
の
小
料
理
屋
か
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ら
始
ま
っ
て
、
二
軒
目
、
三
軒
目
、
四
軒
目
が
紀
尾

井
町
の
お
宅
で
し
た
。

と
に
か
く
日
本
舞
踊
の
名
前
、

藤
間
流
お
家
元
の
家
で
す
か
ら
ね
、
門
構
え
の

立
派

止
止
茸

さ
、
玄
関
の
三
和
土
の
広
さ
、
廊
下
の
幅
も
並
外
れ

て
て
、
か
つ
て
の
名
横
綱
柏
戸
さ
ん
が
酔
っ
て
連
れ

て
こ
ら
れ
て
料
亭
と
間
違
え
た
、
と
い
う
く
ら
い
で

す
か
ら
ね

。

で
、
座
敷
に
通
さ
れ
た
ら
、
そ
と
に
松

緑
さ
ん
が
お
ら
れ
て
、
や
、
と
片
手
を
挙
げ
る
と
、



会いたい人

ょ
う
こ
そ
ク
ロ
先
生
、
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

あ
の

こ
ろ
の
ぼ
く
の
作
品
は
も

っ
ぱ
ら
き
わ
ど
い
艶
笑
が

中
心
で
、
ど
う
や
ら

親
父
さ
ん
も
事
も
愛
脱
し
て
く

れ
て
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
ね

」

そ
れ
か
ら
の
交
遊
は
、
黒
鉄
夫
人
に
よ
る
と

「ま

る
で
ホ
モ
み
た
い
(
笑
)
」
。仲
間
と
麻
雀
し
て
い
て

も
芝
居
が
は
ね
る
こ
ろ
に
な
る
と
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
抜

け
出
そ
う
と
す
る
の
で
、

吉
行
淳
之
介
さ
ん
か
ら
は

「女
に
決
っ
て
る
さ
」

と
ひ
や
か
さ
れ
た
。

「男
は
子
供
の
部
分
を
ど
こ
か
に
残
し
て
て
、
そ
こ

に
は
小
犬
の
よ
う
な
領
績
も
あ
る
か
ら
、
そ
こ
が
お

互
い
に
重
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
.
会
え
ば
じ
ゃ
れ
あ

っ
て
ま
し
た
。

年
も
向
う
が

一
つ
下
で
、
ほ
と
ん
ど

同
年
輩
だ
っ
た
し
。
最
後
に
会
っ
た
の
は
、
ち
ょ
っ

と
土
佐
へ
帰
っ
て
く
る
か
ら
と
見
舞
い
に
行
っ
た

ら
、
絵
の
道
具
が
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
、
帰
っ
た
ら

す
ぐ
持
っ
て
く
る
ね
、
っ
て
。

で
、
土
佐
の
酒
場
で

痛
飲
し
て
ぶ
つ

倒
れ
た
、
そ
の
同
時
刻
に
彼
が
亡
く

な
っ
た
ん
で
す
。

虫
の
知
ら
せ
と
し
か
思
え
な
い
」

黒
鉄
さ
ん
の
作
品
は
漫
画
と
も
劇
画
と
も
違
う
、

絵
入
り
の
エ
ッ
セ
イ
と
か
評
論
と
か
、
時
に
近
い
も

の
か
も
知
れ
な
い
。

た
と
え
ば
芥
川
龍
之
介
の
自
殺

前
夜
の
情
景
を
河
童
と
の
短
い
対
話
で
描
い
た
綜
砂

と
し
た
作
品
に
は
鬼
気
迫
る
も
の
が
あ
っ
て
、
今
も

深
く
心
に
残
っ
て
い
る
。

「
『
週
刊
新
潮
』
に
ず
っ
と
連
載
し
て
る
作
品
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
方
が
と
き
ど
き
い
て
、
そ

れ
が
有
難
い
ん
で
す
。

ぼ
く
が
面
白
け
り
ゃ
そ
れ
で

い
い
ん
で
、
し
か
し
プ
ロ
で
す
か
ら
、
も
う
こ
の
連

載
や
め
ま
し
ょ
う
よ
、
と
言
わ
れ
る
の
も
覚
悟
の
上

な
ん
で
す
。

人
の
価
値
観
と
か
笑
い
と
か
、
全
部
違

い
ま
す
か
ら
ね
」

黒
鉄
さ
ん
は
醸
造
元
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。

「白
壁
が
ず
っ
と
続
い
て
る
家
で
、
蔵
男
が
い
て
、

冬
場
の
朝
四
時
半
か
五
時
く

ら
い

に
ひ
ね
餅
と
い
う

の
を
届
け
て
く
れ
る
。
で
き
た
て
の
御
飯
を
準
に
乗

せ
て
、
都
を
軍
ね
て
こ
ね
て
、
ギ
ユ
ツ
と
ひ
ね
っ
て

平
た
く
し
た
の
が
ひ
ね
餅
。

こ
れ
を
玄
関
で
受
け
取

っ

て
、
ち
ょ
っ
と
醤
油
を
つ
け
て
食
べ
る
と
こ
ん
な
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う
ま
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
焼
い
て
食
べ
る
と
ま
た

お
い
し
く
て
ね
。
酒
粕
の
板
粕
と
い
う
の
が
あ
る
け

ど
、
こ
こ
に
黒
砂
結
を
ち
ょ
っ
と
置
い
て
茶
巾
の
よ

う
に
絞
っ
て
、
焼
く
と
中
の
黒
砂
結
が
溶
け
て
噴
火

し
ま
す
よ
ね
。
乙
れ
も
う
ま
か
っ
た
。
こ
ん
な
も
ん

子
供
の
と
き
に
食
っ
て
た
ん
で
す
か
ら
、
酒
飲
み
に

な
る
の
は
当
り
前
で
す
よ
ね
(
笑
)
」

黒
鉄
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
土
佐
の
佐
川
と
い
う

町
は
、
坂
本
龍
馬
や
板
垣
退
助
ゆ
か
り
の
地
だ
。

「
う
ち
の
前
が
龍
馬
さ
ん
の
脱
藩
の
道
に
な
る
ん
で

す
。
市
内
を
歩
い
て
れ
ば
板
垣
退
助
の
像
は
あ
る
し
、

幕
末
を
身
近
に
感
じ
る
土
地
柄
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で

育
っ
て
、
ぼ
く
は
小
学
校
入
学
前
に
当
用
漢
字
が
ほ

と
ん
ど
書
け
ま
し
た
。
母
が
、
教
育
マ
マ
の
ハ
シ
リ

で
、
学
習
塾
や
絵
の
塾
に
も
行
か
さ
れ
て
、
す
ご
い

ノ
ル
マ
で
し
た
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
恨
ん
だ
ん
で
す

が
ね
、
今
と
な
っ
て
は
感
謝
し
て
ま
す
。

母
は
後
妻

に
来
た
人
で
、
兄
は
先
妻
の
子
で
し
た
。
ぼ
く
が
熱

出
し
た
り
し
て
寝
て
る
と
、
百
科
事
典
と
地
図
帳
持

っ
て
遊
び
に
く
る
。
高
級
に
言
え
ば
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
気
配
で
す
か
(
笑
)
、
で
す
か
ら
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
ふ
く
ら
ま
さ
ざ
る
を
得
な
い
雰
囲
気
で
し
た

ね
」そ

し
て
黒
鉄
さ
ん
は
、
い
つ
し
か
メ
ン
コ
に
熱
中

す
る
が
、
そ
の
遊
び
方
が
変
っ
て
い
る
。

「織
田
信
長
を
描
い
た
メ
ン
コ
が
手
に
入
っ
た
ん
で

す
。
四
角
い
大
判
の
や
つ
で
、
子
供
に
と
っ
て
は
プ

ロ
の
絵
描
き
で
す
か
ら
そ
の
絵
に
魅
せ
ら
れ
る
わ
け

で
す
。
そ
の
う
ち
に
本
能
寺
の
変
を
メ
ン
コ
で
や
っ

て
み
た
く
な
る
。

光
秀
が
な
い
、
森
蘭
丸
が
な
い
、

と
い
う
の
で
自
分
で
描
き
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
絵
が

好
き
に
な
る
ん
で
す

。

手
勢
が
揃
う
と
、
日
本
間
の

畳
の
ヘ
リ
を
山
崎
街
道
に
見
立
て
て
、
お
菓
子
の
空

き
箱
の
中
に
い
る
信
長
め
ざ
し
て
攻
め
登
る
わ
け
で

す
。

も
う
没
我
の
境
地
で
す
よ

。

何
か
を
支
配
し
て

動
か
し
て
い
る
と
き
は
、
自
分
は
神
で
す
か
ら
ね

。

や
が
て
本
能
寺
は
燃
え
た
ん
だ
と
マ
ッ
チ
を
手
に
取

る
。

危
う
く
本
当
に
つ
け
る
と
こ
ま
で
行
っ
た
。

だ

か
ら
ヘ
ン
な
子
供
の
気
持
ち
っ
て
、
わ
か
り
ま
す
よ

(
笑ご
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会いたい人

黒
鉄
さ
ん
の
旺
盛
な
想
像
力
と
知
識
欲
と
調
査
癖

は
、
止
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か

っ
た
。

「
日
本
史
は
本
能
寺
か
ら
始
ま
っ
て
な
い
で
す
か

ら
、
そ
の
前
を
知
り
た
く
な
る
。
す
る
と
日
本
だ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
、
世
界
史
を
調
べ
ま
す
。
い
ま

だ
に
こ
れ
は
続
い
て
ま
す
け
ど
ね

。

何
か
調
べ
出
す

と
際
限
が
な
い
ん
で
す
よ
。

昔
、
野
球
ゲ
l

ム
を
自

分
で
こ
し
ら
え
た
と
き
も
、
巨
人
に
は
川
上
、
大
下
、

与
那
嶺
と
い
て
、
西
鉄
と
試
合
さ
せ
る
と
す
る
。
試

合
が
終
る
と
全
員
う
ち
へ
帰
り
ま
す
よ
ね
。
す
る
と

選
手
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
、
家
族
構
成
は
ど
う
な

っ
て
る
か
が
気
に
な
る
。

そ
の
う
ち
選
手
は
球
場
に

く
る
の
に
電
車
で
く
る
、
そ
の
電
車
の
会
社
を
作
る

。

球
場
の
も
ぎ
り
の
女
性
の
家
族
ま
で
作
る
:
:
:
も
う

忙
し
く
て
学
校
へ
行
く
暇
が
な
い
み
た
い
だ
っ
た

(
笑
)
。
あ
な
で
聞
く
と
色
川
武
大
さ
ん
は
競
輪
選
手

で
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
た
ん
で
す
っ
て
。
他

者
に
と
っ
て
は
何
の
値
打
ち
も
な
い
よ
う
な
こ
と
に

の
め
り
込
む
、
悪
魔
の
所
業
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
う

ん
で
す
ね
」

黒
鉄
さ
ん
の
子
供
時
代
、
絵
や
歴
史
の
ほ
か
に
笑

い
に
関
心
が
向
い
た
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。

「文
殊
さ
ま
の
お
祭
り
が
あ
っ
て
、
大
混
雑
で
父
親

が
肩
車
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
饗
銭
投
げ
る

ん
で
す
が
、
こ
れ
が
最
前
列
に
い
た
坊
さ
ん
の
頭
に

当
っ
た
ん
で
す
ね
。
今
度
は
そ
れ
が
面
白
く
て
み
ん

な
狙
っ
て
投
げ
始
め
た
。

坊
さ
ん
、
逃
げ
り
ゃ
い
い

の
に
必
死
で
こ
ら
え
て
、
出
血
す
る
ま
で
続
き
ま
し

た
。
お
か
し
か
っ
た
で
す
ね
.

こ
れ
は
、
高
貴
な
人

が
バ
ナ
ナ
の
皮
を
踏
ん
で
転
ん
だ
ら
笑
う
け
ど
、
女

子
供
が
転
ん
だ
の
で
は
笑
わ
な
い
、
と
い
う
図
式
そ

の
も
の
な
ん
で
す
よ
ね
。
当
時
と
す
れ
ば
坊
さ
ん
は

権
威
あ
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
た
か
ら
、
そ
れ

で
お
か
し
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」

も
う

一
つ
は
、
黒
鉄
さ
ん
が
小
学
校
の
下
校
途
中

で
の
出
来
ご
と
。

「近
く
に
工
場
が
あ
り
ま

し
て
ね
、
中
か
ら
す
ご
い

悲
鳴
が
聞
え
た
ん
で
、
ぼ
く
た
ち
が
何
人
か
で

工
場

の
中
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
ん
で
す
。

す
る
と
工
員
の

一

人
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
は
さ
ま
れ
て
ワ
ァ
l

ッ
と
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会いたい人

絶
叫
し
な
が
ら
上
ま
で
行
く
と
、
天
井
の
角
で
し
た

た
か
に
打
っ
て
気
絶
し
な
が
ら
落
ち
て
き
て
、
ク
ル

ク
ル
ッ
と
回
っ
た
ら
息
吹
き
返
し
て
、
ま
た
ワ
ァ
1

ツ
と
騒
ぎ
な
が
ら
上
ま
で
行
っ
て
、
ガ
ン
と
天
井
に

ぶ
つ
か
っ
て
気
絶
、
と
い
う
の
を
く
り
返
し
て
る
ん

で
す
よ
。
回
り
の
工
員
た
ち
は
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か

り
で
立
ち
騒
い
で
る
け
ど
、
そ
れ
見
て
ぼ
く
は
笑
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
(
笑
)
。
あ
ま
り
に
も

機
械
的

で
、
ま
る
で
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
か
キ
l

ト
ン
の
喜
劇

映
画
観
て
る
み
た
い
で
し
ょ
。
で
も
回
り
を
見
た
ら

誰
も
笑
つ
て
な
い
。
こ
こ
で
笑
う
オ
レ
は
ヘ
ン
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
っ
て
、
慌
て
て
取
り
つ
く
ろ

う
顔
面
支
配
操
作
に
入
り
ま
し
た
ね
。
笑
い
と
い
う

の
は
つ
く
づ
く
奥
が
深
い
な
あ
、
と
患
っ
て
、
笑
い

に
は
も
の
す
ご
く
敏
感
に
な
り
ま
し
た
ね
」

少
年
の
こ
ろ
に
、
現
在
の
黒
鉄
さ
ん
が
見
通
せ
る

総
て
の
要
素
が
揃
っ
て
い
た
の
だ
。

「
ま
あ
、
準
備
し
て
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
結
果
と
し

て
こ
う
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
が
よ

か
っ
た
か
ど
う
か
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
、
楽
し

か
っ
た
か
ど
う
か
で
す
け
ど
、
ぼ
く
は
ず
っ
と
濃
密

に
楽
し
い
で
す
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
癖
が
尾
を
引

い
て
て
、
今
、
小
泉
八
雲
を
調
べ
る
の
に
凝
っ
て
ま

す
。
八
雲
に
対
す
る
評
価
が
こ
れ
ま
で
低
す
ぎ
る
ん

で
す
よ
。
そ
れ
で
今
ぼ
く
の
ベ
ッ
ド
の
横
は
全
部
小

泉
八
雲
の
資
料
で
す
。
八
雲
の
奥
さ
ん
の
節
子
さ
ん

が
八
雲
に
怪
談
を
聞
か
せ
て
て
、
八
雲
が
そ
れ
を
書

き
留
め
る
。
そ
れ
で
節
子
が
ふ
と
自
分
の
顔
を
撫
で

る
と
、
そ
れ
が
の
っ
ペ
ら
ぼ
う
に
な
っ
て
る
。
そ
の

と
き
の
小
泉
八
雲
の
シ
ョ
ッ
ク
を
画
面
で
現
わ
し
た

い
と
か
ね
。
イ
メ
ー
ジ
が
ふ
く
ら
む
い
ろ
ん
な
手

を
考
え
る
の
が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
ん
で
す
」

(
つ
づ
く
)
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戒
を
た
も
た
せ
候
を
ゃ
ぶ
り
候
わ
ん
ず
れ
ば
と
て
、
た
も
っ
と
も
申
し
候
わ

ぬ
は
、
い
か
が
候
べ
き

。

・
:
一
時
も
た
も
っ
と
申
し
候
が
、
め
で
た
き
事
と

申
し
候
は
、
ま
こ
と
に
て
候
か

。

答
う

。

・
:
た
と
い
の
ち
に
や
ぶ
れ
候
と
も
、

そ
の
時
た
も
た
ん
と
お
も
う
心
に
て
、
た
も
っ
と
申
す
は
よ
き
事
に
て
候

。

法
鰭
上
人
【
百
四
十
五
箇
線
問
答
】

「
成
律
を
守
る
と
普
い
ま
す
か」
と
尋
ね
ら
れ

、

守
り
通
せ
る
と
思
え
な
か
っ
た
の
で

「普
い

ま
す
」
と
は
答
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
は

、

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か

。

:
・
そ
の
時
だ
け
で

も

「守
る
と
普
い
ま
す

」
と
答
え
る
の
が
尊
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は

、

本
当
で
し
ょ

う
か

.

お
答
え
し
ま
す
.

:
・
た
と
え

、

後
に
戒
律
を
守
れ
な
い
こ
と

が
あ
ろ
う
と

、

そ
の
時

、

成
樟

を
守
ろ
う
と
心
に
書
っ
て

「守
り
ま
す
」
と
答
え
る
の
は
よ
い
こ
と
な
の

で
す

.

-
降
吾
複
に
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一
昨
年
の
夏
の
こ
と
。

暑
さ
の
せ
い
か
寝
不
足
の
せ
い
か
、
頭
が
ふ
ら
つ
い
た
。

近
所
の
病
院
に
駆
け
込
む
と
、
代
替
わ
り
し
て
い
た
若
先
生
が
診
て
く
れ
た。
案
の
定
、

血
圧
が
高
か
っ
た
。
案
の
定
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
二
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
高
血
圧
症

と
診
断
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

た
だ
し
病
院
へ
行
く
の
は
風
邪
や
腹
痛
の
時
だ
け
。

血
圧
の
方
は
「若
い
ん
だ
か
ら
、
薬

は
飲
ま
ず
に
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
大
先
生
の
言
葉
に
甘
え
て
、
二
十
年
近
く
放
っ

て
お
い
た
。

し
か
し
年
々
体
重
は
増
え
て
い
く
。
「体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
大
先

生
の
指
示
が
守
れ
な
い
ま
ま
、
気
が
つ
け
ば
四
十
歳
を
越
え
て
い
た
。

「
ど
う
で
す
か
、
節
制
で
き
ま
す
か
」

血
圧
を
測
り
終
え
た
あ
と
、
若
先
生
は
そ
う
尋
ね
た

。

も
ち
ろ
ん
節
制
・
減
量
が
必
要
な
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。

だ
が
、
現
実
は
な
か
な

か
ま
ま
な
ら
な
い

。
「
若
い
ん
だ
か
ら
」
の
有
効
期
間
も
、
も
う
切
れ
つ
つ
あ
る。

「
で
き
ま
せ
ん
・
:
」
。
も
は
や
私
に
体
裁
を
取
り
繕
う
余
裕
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い

う
も
の
、
毎
朝
薬
を
飲
み
、
毎
月
一
回
の
通
院
が
始
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
若
先
生
と
私
と
は
同
い
年
。
患
者
と
主
治
医
の
付
き
合
い
で
は
あ
る
も
の
の
、

男
同
士
、
そ
れ
だ
け
で
は
何
と
な
く
物
足
り
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
。
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い
っ
た
ん
は
断
っ
た
。

だ
が
、
「
こ
ん
な
偶
然
滅
多
に
な
い
で
す
よ
」
と
の

一
言
に
押
し

切
ら
れ
、
歩
道
に
雪
か
き
を
お
い
た
ま
ま
祝
日
営
業
の
居
酒
屋
を
探
し
回
り
、
私
は
長
靴
に

40 

そ
ん
な
あ
る
日
、

二
人
は
偶
然
、
酒
を
飲
み
交
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
昨
年
の
天
皇
誕
生
日
の
こ
と
。

朝
か
ら

一
日
中
、
雪
が
降
っ
て
い
た
。

そ
の
晩
、

あ
る
檀
家
の
祥
月
毎
日
の
お
参
り
に
行
き
、

一
献
振
る
舞
わ
れ
て
寺
に
戻
っ
た
後
、
酔
っ
た

勢
い
の
ま
ま
、
そ
の
日
三
度
目
の
雪
か
き
を
し
始
め
た
。

ベ
ン
チ

・

コ
l

ト
に
身
を
包
み
、
フ
ー
ド
を
深
々
と
か
ぶ
っ
て
、
玄
関
前
か
ら
本
堂
前
、

道
か
ら
山
門
を
出
て
市
道
の
歩
道
部
分
に
取
り
か
か
っ
た
。

そ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

向
こ

う
か
ら
、
や
は
り
コ

l

ト
の
フ
l

ド
を
深
く
か
ぶ
っ
た
大
男
が
歩
い
て
き
た
。

「こ
ん
ば
ん
わ
、
こ
ん
な
時
間
に
雪
か
き
で
す
か
。

ぁ
、
や
っ
ぱ
り
若
住
職
だ
。

奇
遇
で
す

ね
。

ね
え
、
飲
み
に
行
き
ま
し
ょ
う
よ
」

少
々
酔
っ
て
い
た
そ
の
大
男
、
見
覚
え
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
、
わ
が
主
治
医
だ
っ
た

。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
緒
に
飲
も
う
と
は
驚
い
た
。

だ
っ
て
彼
は
私
に

「節
制
で
き
ま
す
か
」

と
聞
い
た
当
の
本
人
で
あ
る
。

私
の
血
圧
も
肝
臓
の
数
値
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
量
も
、
す

べ
て
承
知
の
は
ず
。

し
か
も
酔
っ
た
ま
ま

雪
か
き
を
し
て
い
る
高
血
圧
患
者
と
飲
み
交
わ
そ

う
と
い
う
の
だ
。
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ジ
ャ
l

ジ
姿
の
ま
ま
、
結
局
、
二
人
は
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
ま
で
酌
み
交
わ
し
た
。

楽
し
く
も
、
何
と
も
不
思
議
な
娩
だ
っ
た
。

年
明
け
、
例
の
ご
と
く
若
先
生
に
診
て
も
ら
っ
た
。
「新
年
会
や
ら
な
ん
や
ら
、
ま
た
体

重
増
え
ち
ゃ

っ
た
ん
だ
よ
ね
」
と
愚
痴
を
こ
ぼ
す
と
若
先
生
、
「
雪か
き
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
で

す
よ
。

や
っ
ぱ
、
運
動
し
ま
し
ょ
」
と
釘
を
刺
し
て
き
た
。

そ
う
き
た
か
。

薬
は
す
で
に
飲
ん
で
い
る
。

あ
と
は
も
う
運
動
し
て
減
量
す
る
し
か
な
い
。

そ
う
、
私
に
と

っ
て
節
制
減
量
は
、
も
は
や

「で
き
る
、
で
き
な
い

」
の
問
題
で
は
な
く

「
す
る、
し
な
い

」
の
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

戒
律
は
浄
土
往
生
の
絶
対
条
件
で
は
な
い
。

し
か
し
戒
律
は
仏
教
徒
と
し
て
よ
り
よ
く
生

き
て
い
く
指
針
の
は
ず
。

守
り
通
せ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

「守
れ
な
い
か

ら
守
ら
な
い
」
と
開
き
直
っ
て
は
、
や
が
て
仏
道
を
踏
み

外
し
て
し
ま
お
う
。

守
ろ
う
と
い

う
意
志
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

「
でき
な
い

」
と
「
し
な
い
」
は
大
違
い
。

と
言
い
つ
つ
今
、
反
省
し
き
り
に
腹
筋
腕
立
て
し
て
み
る
の
で
あ
る

・
:
。

響流 f-}î
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中
国
と
い
え
ば
と
に
か
く
お
茶
が
有
名
で
す

山
幽
谷
の
地
。

白
い
揚
が
立
ち
込
め
る
お
茶
畑
。

が
、
最
近
、
中
国
瑚
排
と
い
う
の
も
ち
ら
ほ
ら

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

い
つ
も
お
世

のじ
か
ん

そ
の
四

〔ア
ジ
ア
の
洗

練
・
中
国
の豆
〕一

話
に
な
っ
て
い
る
こ
だ
わ
り
カ
フ
ェ

HD
H
 の

い
つ
か
テ
レ
ビ
で
観
た
雲
南
の
映
像
が
ふ
っ
と

頭
に
浮
か
ぴ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
か
な
り
古
過

ぎ
ま
す
が
、

か
の

「三
国
志
』
の
一
幕
、
諸
葛

メ
ニ
ュ
ー
に

も
ち
ょ
う
ど
、
中
国
・

雲
南
省
産

の
「
思
茅

(し
も
ん

と
と
い
う
豆
が
。
そ
こ

孔
明
の
南
方
遠
征
の
際
の
シ1
ン
な
ど
も
・
・
・
・

・
・。

そ
し
て
、
初
体
験
の
「思
茅
」
は
と
い
え
ば
、

で
今
回
は
、
興
味
津
々
、
そ
の
「
思
茅
」
を
い

そ
れ
に
し
て
も
、
中
国
の
瑚
排
豆
と
は
い

つ

い
い
意
味
で
事
前
の
イ
メ
ー
ジ

(野
性
味
溢
れ

る

土
っ
ぽ
い
味
わ
い
)
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、

高
貴
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
上
品
で
洗
練
さ
れ

た
だ
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た

。

た
い
ど
ん
な
味
が
す
る
の
で
し
ょ
う
。

瑚
排
を

た
香
り
と
味
わ
い
を
持
っ

て
い
た
の
で
し
た
。

待
つ
問
、
世
界
地
図
を
見
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な

驚
き
顔
の
私
に
、
マ
ス
タ
ー
が
こ
う
教
え
て
く

想
像
を
巡
ら
せ
る
の
も
、
こ
こ
最
近
の
楽
し
み

れ
ま
し
た
。

の
一
つ
で
す
。

地
図
を
見
る
と
、
雲
南
省
は
中

「僕
も

『思
茅
』
を
初
め
て
飲
ん
だ
と
き
は
、

中
国
っ
て
や
っ
ぱ
り
広
い
、
奥
が
深
い
な
あ
と

国
の
南
奥
。

ベ
ト
ナ
ム
や
ラ
オ
ス
や
ミ
ヤ
ン
マ

ー
、
タ
イ
に
も
隣
接
し
て
い
ま
す
。

緑
濃
い
深

感
心
し
た
ん
で
す
よ
。

そ
し
て
、
こ
の

豆
の
畑



原

は
き
っ
と
土
が
良
い
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
。

何
千

い
と
き
、

い
つ
も
の
紅
茶
や
中
国
茶
の
代
わ
り

年
も
の
お
茶
の
歴
史
の
中
で
土
も
農
耕
技
術
も

に
飲
ん
で
み
る
の
も
来
し
い
な
と
思
い
ま
す

。

磨
か
れ
て
き
た
。

そ
ん
な
土
地
で
作
ら
れ
た
豆

も
し
湖
排
に
性
別
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
ふ
う
に
洗
練
さ
れ
た
味

わ
い
が
出
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
。

し
か
も
、
そ

「思
茅
」
は
ま
さ
に
女
性
。

す
ー

っ
と
涼
し
げ

な
作
ま
い
の
ア
ジ
ア
の
賞
婦
人
の
イ
メ
ー
ジ
で

の
洗
練
は
、
他
の
国
の
立
と
は
ま
た
追
う
。

ど

こ
か
に
中
国
茶
に
通
じ
る
よ
う
な
ス
モ

1

キ
l

す

一
方
、
マ
ス
タ
ー
は
と
い
え
ば
、

「僕
は

何
か
に
想
い
を
馳
せ
た
い
と
き
に
も
飲
み
た
く

な
風
味
が
あ
っ
て
、
つ
ま
り
、
や
っ
ぱ
り
ア
ジ

ア
を
感
じ
さ
せ
る
ん
で
す
よ
ね
」

な
り
ま
す
よ
。

こ
の
味
わ
い
に
は
何
か
、
映
画

取材偏カ/Café Clubダン ・アロマ {久光.飯氏)

の

「グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
1

』
(監
督
い

た
し
か
に
、
「思
茅
」
に
感
じ
た
高
賞
さ
は
、

ア
ン
・

リ

l

/
出
演
一
チ
ャ
ン
・

ツ
ィ
イ

l

ほ

た
と
え
ば
カ
リ
プ
の
プ
ル

l

マ
ウ
ン
テ
ン
の
そ

か
)
に
出
て
く
る
よ
う
な
、
中
間
の
深
い
谷
を

れ
と
は
ま
た
追
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
メ
ー

ジ
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
か

し
て
近
い
の
は
、
や
は
り
中
国
特
産
の
蘭
の
香

り
が
す
る
紅
茶

「キ
1

マ
ン
」
と
か
、
あ
る
い

ら
そ
ん
な
会
話
も
い
と
楽
し
。

上
質
な

一
杯
の

は
極
上
の
烏
随
茶
と
か
。

だ
か
ら
、
こ
の
中
国

瑚
排
は
、
今
阿
も
、
か
く
も
豊
か
な
じ
か
ん
を

瑚
排
は
、
ち
ょ
っ
と
優
雅
に
気
分
転
換
を
し
た

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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監督 ジョージ・クルーニー

G
-
W
ヴ
p
l

ジ
ン
T
O
H
O

シ
ネ
マ
ズ
六
本
木
ヒ
ル
ズ

他
に
て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

ア
メ
リ
カ
の
政
治
、
社
会
、
マ
ス
コ
ミ
の
暗
黒
の
歴
史
で
あ
る

一
九
五
0
年
代
の
赤
狩
り
を
描
い
た
作
品
。

赤
狩
り
の
推
進
者
で

あ
っ
た
ジ
ヨ
ウ
ゼ
フ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
上
院
議
員
に
誰
も
が
恐
怖

で
何
も
言
え
な
か
っ
た
時
、
時
代
に
反
腹
を
翻
し
た
C
B
S

の
テ

レ
ピ
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
エ
ド

ワ
ー
ド
・

R
-

マ
ズ
ロ
l

、
そ
し
て
彼
と
共
に
職
っ
た
男
た
ち
を

ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル

l

ニ
ー
が
監
督
と
し
て
描
い
た
社
会
派
ド
ラ
マ
。

こ
の
二
月
五
日
に
な
く
な

っ

た
都
留
重
人
氏
が
、
米
国
上
院
司

法
委
員
会
の
「
合
衆
国
に
お
け
る
ソ
連
の
活
動
範
圏
」
小
委
員
会

に
お
い
て
氏
の
、
戦
前
留
学
中
の
左
翼
的
活
動
に
関
し
て
「
異
端

審
問
的
」
と
い
わ
れ
る
聴
聞
を
受
け
た
の
は
、
一
九
五
七
年
春
の

こ
と
だ
っ
た
。

去
年
の
二
月
一

O
日
に
故
人
と
な
っ

た
、
劇
作
家
ア
l

サ
l

・

ミ
ラ

ー

が
「
下
院
非
米
活
動
委
員
会
」
に
召
喚
さ
れ
、
或
る
左
翼

的
会
合
の
メ
ン
バ
ー
の
名
を
挙
げ
る
事
を
求
め
ら
れ
た
，
か
、
こ
れ

を
拒
否
し
た
為
、
議
会
侮
辱
の
罪
に
間
わ
れ
「
有
罪
」
の
一
審
判

決
を
受
け
た
の
も
、
閉
じ
五
七
年
六
月
一
日
で
あ
っ
た
。

二
O
O
三
年
九
月
二
九
日
に
此
の
世
を
去
っ

た
後
も
な
お
監
督

と
し
て
の
赫
か
し
い
名
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
白
眼
視
を
免
れ
て
い

な
い
エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
が
同
じ
委
員
会
で
、
か
つ
て
の
友
人
同
僚

一
一
名
の
名
を
白
状
し
て
、
権
力
へ
の
迎
合
ぶ
り
を
天
下
に
晒
し



〈配鎗〉 東北新社

た
の
は
、
一
九
五
二
年
四
月
一

O
日
で
あ
る

。
…

へ
の
不
干
渉
を
探
梅
す
る
マ
ロ
ー
ま
で
が
署
名
し
た
ら
し
い
と
の

世
に
「
マ
ッ
カ
l

シ
ズ
ム
」
と
総
称
さ
れ
る
、
米
国
国
会
の
委
…
噂
が
、
失
望
を
込
め
て
蟻
か
れ
て
い
る
。

員
会
に
よ
る
「
赤
狩
り
」
の
例
を
三
つ
並
べ
た
が
、
当
の
ジ
ョ
ウ

…

当
時
C
B
S

に
は
マ
ロ
ー
を
「
看
板
」
と
す
る
三
O
分
番
組
が

ゼ
フ
・

マ
ッ

カ
ー
シ
ー
は
、
三
件
い
ず
れ
に
も
関
与
し
て
い
な
い

。
…
週
二
コ
マ
あ
っ
た
。

一
つ
は
五
一
年
一
一
月
に
始
ま
る
ニ
ュ
ー

「
泣
く
子
も
黙
る
」
権
勢
を
被
が
欲
し
い
ま
ま
に
し
た
の
は
「
上
院…
ス
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
シ
l

・
イ
ッ
ト
・
ナ
ウ
』。
も
う
一
つ

政
治
活
動
委
員
会
」
忍
び
「
常
設
調
査
小
委
員
会
」
双
方
の
委
員
…
は
五
三
年
九
月
に
始
め
た
ば
か
り
の
、
人
気
者
の
家
庭
を
訪
問
す

長
に
就
任
し
た
五
二
年
一
一
月
か
ら
一
年
半
ほ
ど
に
過
ぎ
ず
、
五
…
る
『
パ
l

ソ
ン
・
ト
ゥ

・

パ
i

ソ
ン
』
で
、
前
者
の
結
び
の
挨
拶

"
ん
A
B-
-

四
年
一
二
月
に
は
謹
責
処
分
の
身
を
か
こ
つ
に
至
る
の
だ
が
、
彼

…
に
毎
晩
使
わ
れ
た
「
グ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・

ア
ン
ド

・

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
」

を
絶
頂
か
ら
突
落
す
嘱
矢
を
放
っ
た
の
が
、
デ
ヴ
イ
ツ
ド

・

ス
ト

…

が
、
こ
の
映
画
の
標
題
と
な
っ
た
。

「
鋭
敏
な
問
題
意
識
」
「
さ
り

ラ
ザ
l

ン
演
ず
る
、
エ
ド
ワ
ー
ド

-
R

・

マ
ロ
ー
で
あ
る

。
…

げ
な
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
映
像
」
「
公
平
簡
潔
な
コ
メ
ン
ト
」

だ
か
ら
、
こ
の
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
五
三
年
一

O
月
か

“

そ
し
て
ト
レ
ー
ド

・

マ
ー
ク
の
タ
バ
コ
か
ら
立
昇
る
紫
煙
さ
な
が

ら
翌
年
の
四
月
。

そ
し
て
:
:
:
ア
ン
チ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
総
括

…
ら
、
マ
ロ
ー
と
い
う
人
物
の
周
囲
に
漂
う
「
え
も
言
わ
れ
ぬ
信
頼

と
な
る
ラ
ス
ト

・

シ
ー
ン
と
、
晴
れ
が
ま
し
い
粧
い
の
フ
ァ
l

ス

…
感
」。

卜

・

シ
ー
ン
は
、
共
に
五
八
年
一

O
月
二
五
日
。

テ
レ
ビ
の
草
分

…

こ
れ
ら
が
津
然
一
体
と
な
っ
て
『
シ
1

・

イ
ッ
ト

・
ナ
ウ
』
は
、

け
時
代
に
逸
早
く
「
報
道
の
C
B
S

」
の
定
評
を
確
立
さ
せ
た
立

…
同
時
代
の
報
道
番
組
の
中
で
扱
き
ん
出
た
存
在
と
目
さ
れ
、
い

っ

役
者
マ
ロ
ー
が
、
報
道
番
組
制
作
者
協
会
の
パ
ー
テ
ィ
に
主
賓
と

…
ぽ
う
の
『
パ
|
ソ
ン
・
ト
ゥ
・

パ
l

ソ
ン
』
も
大
衆
娯
楽
番
組
と

し
て
招
か
れ
、
同
僚
後
灘
そ
し
て
他
社
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
た
ち
に
、

…
し
て
、
高
い
視
聴
率
を
誇
っ

て
い
た
。

:
:
:
だ
か
ら
こ
そ
、
マ
ロ

真
情
を
吐
露
す
る
声
が
遠
の
く
と
、
場
面
は
五
三
年
秋
の

C
B
S

…
ー
は
常
に
「
院
ま
れ
る
」
危
険
に
咽
噂
さ
れ
て
お
り
、
マ
ロ
l

の
危

ス
タ
ジ
オ
に
カ
ッ
ト

・

パ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
こ
で
は
吹
き
荒
ぶ
マ
ツ

一

機
|
|

C
B
S

そ
の
も
の
の
危
機
に
直
結
す
る
わ
け
で
、
会
長
の

カ
l

シ
l

旋
風
の
な
か
保
身
術
と
し
て
C
B
S

首
脳
部
が
従
業
員

…
ウ
ィ
リ
ア
ム

・

ペ
イ
リ
l

(フ
ラ
ン
ク

・

ラ
ン
ジ
ェ
ラ
)
と
「
ピ

に
要
求
し
た
「
忠
誠
の
奮
い
」
に
、
日
ご
ろ
個
人
の
政
治
的
信
条

…

ル
・
エ
ド
」
の
仲
で
あ
る
マ
|
口
l

は
、
署
名
を
拒
否
す
る
ほ
ど



世
間
知
ら
ず
で
は
な
か
っ
た

。

然
し
心
中
ひ
そ
か
に
期
す
る
と
こ

ろ
の
あ
っ
た
「
反
マ
ッ
カ
l

シ
ズ
ム
」
の
鎗
火
を
掲
げ
る
好
機
が

遂
に
到
来
す
る
f

一
ン1
・
ィ

ッ
ト

・

ナ
ウ
』
発
足
い
ら
い
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
る

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
フ
レ
ッ
ド

・

フ
レ
ン
ド
リ

l
(
監
督
ジ
ョ
ー

ジ
・
ク
ル
l

ニ
l

自
演
)
の
目
に
止
ま
っ
た
地
方
紙
『
デ
ト
ロ
イ

ト
・
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
か
ら
、
父
と
姉
が
共
産
党
員
と
の
嫌
疑

を
根
拠
に
除
隊
処
分
の
運
命
に
あ
る
、
一
人
の
空
軍
兵
士
の
苦
境

を
知
る
。

裁
判
も
な
く
、
単
に
「
機
密
保
持
上
問
題
あ
り
」
と
の

理
由
の
み
で
、
彼
を
解
雇
す
る
か
否
か
、
空
軍
長
官
タ
ル
ポ
ッ
ト

の
決
裁
待
ち
だ
と
い
う
。

早
速
、
現
地
で
出
張
撮
影
さ
れ
た

、

兵

士
自
身
、
父
、
姉
、
弁
髄
士
の
恒
雷
シ

l

ン
が
「
国
家
と
個
人
」

に
つ
い
て
の
マ
ロ
!
と
適
確
な
コ
メ
ン
ト
と
共
に
一

O
月
二
O
日

の
『
シ
l

・

イ
ッ
ト

・

ナ
ウ
』
で
放
映
さ
れ
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
と

の
直
接
対
決
の
火
葺
が
切
ら
れ
る。

以
下
一
ン
l

・

イ
ッ
ト

・

ナ
ウ
』
に
よ
る
五
四
年
三
月
九
日
の

「
マッ
カ
ー
シ
ー
番
組
」
四
月
六
日
の
「
マ
ッ

カ
ー
シ

ー

の
反
論
」

の
聞
に
、
一
一
一
月
一
一
日
の
委
員
会
に
お
け
る
マ
ッ

カ
ー
シ
ー
の
失

態
と
、
そ
の
現
岨
鳴
を
克
明
に
全
国
に
暴
露
す
る
放
映
が
、
三
月
一

六
日
に
行
わ
れ
る
と
い
う
「
グ
ッ

ド
ラ

ッ

ク

」
も
手
伝
っ

て
、
年

末
の
詰
責
決
臓
に
歪
る
マ

ッ

カ
ー
シ
ー
の
凋
落
が
始
ま
り
、
物
語

…
は
ク
ラ
イ
マ

ッ

ク
ス
に
遣
し
、
C
B
S

は
「
我
が
世
の
春
」
を
誼

…
散
す
る
の
だ
が
そ
れ
が
ア
ン
チ
ク
ラ
イ
マ

ッ

ク
ス
の
端
緒
と
な
る
。

大
企
業
の
経
営
者
と
し
て
市
場
の
輪
理
に
立
ち
、
政
府
、
広
告

…
主
、
大
衆
へ
の

「受
け
」
を
最
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ペ
イ
リ

…
l

に
と
っ

て
、
マ
ロ
l

の
グ
ル
ー
プ
は
「
お
荷
物
」
に
な
る。
敏

…
腕
記
者
ジ
ヨ
l

・

ワ
l

シ
ュ
パ
(
ロ
パ
l

ト

・

ダ
ウ
ニ
l

・

ジ
ユ

…
ニ
ア
)
は
退
職
を
勧
告
さ
れ
、
一
ンl
・

イ

ッ

ト
・
ナ
ウ
』
も
、
毎

…
遇
火
曜
夜
の
枠
を
ク
イ
ズ
番
組
に
明
け
渡
す
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

つ
い
に
五
八
年
七
月
九
日
を
最
後
に
六
年
八
ヶ
月
の
輝
か
し
い
歴

…
史
を
閉
じ
る
の
だ
。

そ
し
て

、

五
八
年
一
O
月
二
五
日
の
パ
ー
テ
ィ
が
聞
か
れ
る

。

…
「血
を
吐
く
よ
う
な
内
部
告
発
」
と
評
さ
れ
た
マ
ロ
1

の
捌
演
は

…
「
負
け
犬
の
遠
吠
え
」
と
片
付
ら
れ
る
に
は

、

余
り
に
も
精
確
な

…
「
予
言
」
と
なっ
て
い
る
、
と
い
わ
忽
ば
な
る
ま
い
。

蛇
足
と
い
う
よ
り
追
記
。

「
歌
手
」
の
役
を
演
ず
る
ダ
イ
ア
ナ・

リ

l

ヴ
ス
の
声
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て
、
鼠
写
会
の
資
料

に

「ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ

ク
と
い
う
よ
り
タ
イ
ム
レ
ス
」
と
あ

っ
た
。

正
に
君
い
得
て
妙
な
る
こ
の
フ
レ
イ
ズ
こ
そ

、

マ
ロ
1

と
こ
の
映

画
そ
の
も
の
へ
の
、
打
っ

て
つ
け
の
献
辞
と
な
る
。{長

田
町
・
+
念
寺
住
磁)
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• 洋
〈筆
〉
洋
上
の
巨
船
初
日
の
的
ど
な
る

48 

石
原

新

~陪

初
日
を
洋
上
で
迎
え
よ
う
と
い
う
企
画
が
よ
く
見

ら
れ
る
。

作
者
を
乙
の
船
上
に
置
く
の
も
よ
か
ろ
う

し
、
も
ち
ろ
ん
丘
の
上
な
ど
で
も
よ
い
。

沖
を
行
く

巨
船
が
初
日
に
輝
い
て
い
る
。
「的
と
な
る
」
は
適

確
な
と
ら
え
方
で
あ
る
。

〈佳
作
〉
洋
上
の
船
よ
リ
拝
む
、
初
日
の
虫

廃
屋
と
な
リ
L

洋
管
官
年
の
雪

洋
上
よ
リ
年
賀
の
メ
l

ル
届
き
け
リ

金
谷

友
江

仁
科

社
吉

増
田

慣
子

• 落
〈霊
〉年
の
瀬
の
雲
海
染
め
し
落
嘩
か
な

伊
藤
寿
美
子

冬
だ
か
ら
雲
海
と
い
う
の
は
山
の
上
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

と
す
る
と
飛
行
機
で
あ
る。
旅
客
機
の

窓
に
雲
が
広
が
っ
て
い
る。
夕
日
が
そ
の
雲
を
染
め



選者=憎田河郎子

な
が
ら
沈
も
う
と
し
て
い
る
。

年
の
終
わ
り
に
近
く
、

思
う
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
。

〈佳
作
〉
雪
深
く
落
人
の
喬
往
む
ど
い
う

中
島
富
士
子

落
語
家
の
座
布
団
厚
し
三
が
日

奥
村

嘉
久

か
ず
ら
萌
・
え
て
平
家
落
人
部
落
あ
リ

片
桐
て
い
女

-
自
由
題

〈特
選〉プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
栓
飾
り
駅
無
人
近
麗
唖
々
砂

こ
の
雪
ノ

ラ
ス
チ
ッ

ク
か
何
か
に
覆
わ
れ
た
、
か

び
も
生
え
な
い
餅
が
出
回
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
撞

く
ら
い
は
本
物
会
桑
せ
る
の
が
多
い
よ
う
だ。
こ
の

句
は
無
人
駅
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な

の
だ
。

そ
れ
で
も
裏
白
は
本
物
だ
ろ
う
。

〈佳
作
〉
さ
わ
さ
わ
ピ
雪
振
リ
落
ど
す
庵
の
竹

味
噌
ヰ
パ
に
悲
の
煮
詰
ま
る
御
慶
か
な

あ
ら
た
ま
の
年
の
挨
拶
垣
根
越
し

佐
藤

雅
子

芦
川
由
美
子

真

49 

中
村



• 

、

民
土
旬
舎
の

一
せ

議水重 層

…
0
表
紙
展
約

5
0
0

名

…
0
記
念
講
演
会
約

3
5
0

名

…
0
記
念
祝
賀
会
約

9
0

名

平
成
同
年
1

月
白
目
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
マ
グ

…
0
箇
賞
金
協
力
者
約

4
3
0

名

ノ
リ
ア
ホ
l

ル
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ホ
l

ル
に
て
月
刊

…

表
紙
展
で
は
か
つ
て
『
浄
土
』
の
表
紙
を
お
描
き
い

『
浄
土
』
通
巻
8
0
0

号
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
.
…

た
だ
い
た
先
生
や
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
浄
土

法
然
上
人
績
何
会
が
発
足
し
た
翌
年
の
昭
和
凶
年
5

…
宗
僧
侶
な
ど
多
く
の
方
が
お
見
え
に
な
り
、
旧
交
を
温

月
の
『
浄
土
』
創
刊
以
来
花
年
目
の
通
巻
8
0
0

号
の

…

め
る
犠
面
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
8
0
0

号
に
執
筆

こ
の
記
念
式
典
に
多
く
の
方
に
ご
来
場
、
ご
協
力
を
い

…
い
た
だ
い
た
方
々
の
名
前
を
字
幕
映

像
で
流
し
ま
し
た

た
だ
き
ま
し
た
.
誌
面
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御

一

が
、
1
8
0
0

人
を
超
え
る
方
々
に
執
筆
い
た
だ
い
て

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

…
お
り
ま
し
た
.

な
お
、
当
日
の
式

典
内
容
、
参
加
人
数
な
ど
は
以
下

…

講
演
会
で
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
と
い
う
こ

の
通
り
で
す
.

…
と
で
多
く
の
方
の
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
来
費
、
三
台
下
を
始
め
、
全
日
仏
理
事

長
、
宗
務
総
長
、
宗
繊
会
議
長
、
副
館
長
な
ど
多
く
の

方
に
御
臨
席
賜
り
ま
し
た
.

協
賛
金
の
お
願
い
に
は
お
よ
そ
4
3
0

名
の
皆
織
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
.

協
賛
金
を
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
僚
に
は
『
浄
土
』
8
0
0

号
特
別
記
念

品
と
し
て
狽
下
な
ら
び
に
三
台
下
に
よ
る
「倶
会

一
処
」

の
色
紙
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

な
お
、
8
0
0

号
記
念
の
印
刷
物
を
製
作
す
る
予
定
で
し
た
が
、D
V

D

で
の
『
浄
土
』
総
目
録
に
い
た
し
ま
し
た

.

今
後
も
当
会
へ
の
ご
協
カ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

.

-
m
局
便
り

月
刊

『浄
土
』
通
俗
8
0
0

号
館
念
式
典
細
管

曲
師
切
・ニ
O
O
六
年
四
月
二
十
日

発
表
・

『浄
土
』
二
O
O
六
年
六
月
号

選
者
・
治
田
河
郎
子
(『
荷
風
』
主
宰)

応
裏
方
法

・
い
ず
れ
の
題
と
も
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

.
特
選
各
1

名
・

佳
作
各
3

名

業
・
に
俳
句
(何
句
で
も
可
)と
、
住
所
・
氏
名
を
必
ず
お
書
き
下

さ
い
。

宛
先

〒
筒
t
o
o
-
-

東
京
都
港
区
芝
公
園
4

1
7
1

4

明
照
会
館
内

月
刊
『
浄
土
』
誌
上
句
会
係

50 
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舗集後記

入
り
間
違
〈

繋
の
花
畑
に
牛
罵
る

岱
潤

横
綱
千
代
の
禽
士
が

一
O
O
O
勝
を
あ
げ
た

時
、
記
者
の
「
次
の
包
標
は
?
」
と
い
う
質
問

に
答
え
、
ご

O
O

一
勝
で
す
」

と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
た
.

本
誌
も
八
O
O
号
を
出
し
た

後
、
こ
の
八
O

一
号
を
遅
れ
ず
に
出
せ
る
か
と

い
う
こ
と
が
、
妙
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
た
.

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
後
、
自
然
体
に
戻
る
こ
と

の
簸
し
さ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
何
を
し
て
い

い
か
、
振
り
出
し
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
に
さ
え

な
っ
た
。
合
併
号
の
あ
り
が
た
さ
で
一
ヶ
月
の

余
絡
が
あ
り
、
救
わ
れ
た
気
が
す
る
。

そ
の
余
裕
の
お
陰
で
、
初
め
て
イ
ン
ド
の
六

大
傷
跡
を
参
拝
し
て
き
た
。

ル
ン
ピ
ニ
l

、
プ

ツ
ダ
ガ
ヤ
、
サ
ル
ナ
l

ト
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
、
そ

れ
に
霊
鷲
山
、
竹
林
精
舎
と
、
祇
園
精
舎
で
、

そ
れ
に
ヒ
ン
ズ
ー
の
聖
地
ペ
ナ
レ
ス
と

、

イ
ス

ラ
ム
の
纂
タ
l

ジ
マ
ハ
l

ル
も
せ
っ
か
く
な
の

で
廻
っ
て
き
た
.
八
日
聞
に
詰
め
込
ん
だ
日
程

で
、
か
な
り
ハ
ー
ド
で
あ
っ
た
が
、
心
の
充
実

感
と
釈
縛
に
会
え
る
と
い
う
期
待
感
で
心
地
よ

い
八
日
間
で
あ
っ
た
.

旅
行
中
釈
尊
の
『
ス
ツ

タ
ニ
パ
l

タ
』
を
め
く
っ
て
い
た
ら
、
『人
は

生
ま
れ
に
よ
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
、

表
現
を
変
え
何
度
も
出
て
く
る
こ
と
に
改
め
て

篤
か
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
の
階
級
制
度
と
い
う
現
実
の
中
で
、

釈
噂
の
心
痛
は
相

当
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と

を
、

現
代
の
イ
ン
ド
を
見
て
い
て
も
、
同
様
に

考
え
さ
せ
ら
れ
る
旅
行
で
あ
っ
た
.
(

長
)

雑誌 f浄土j
特別、維持、賛助会員の方々
飯田実緩(駒ヶ綴・ 安楽寺)
厳谷腸正(目黒・祐天寺)
江口定信(鴻安・大蓮寺)
大江田縛導(仙台・西方寺)
大田秀三(大本山清浄書医院)
北山大組(焼津 ・ 光心寺)
熊谷鏑. (佐賀 ・ 本目隆寺)
粂原恒久 (川越・ 蓬.寺)
能.孝鎗 (鎌倉・尚徳院)
佐..順(品川・願行寺)
t左・良舗(小石川・光閣寺)
東海事事良憲 (塩釜 ・ 雲上寺)
須.燈仙(函館・革本名寺)
柏山'農民 (長野 ・ 十念寺)
高ロ緩行(大阪・ 一心寺)
回中光成(町聞・養逮寺)
中島実成(青山・侮愈院)
中村康擁(清水・実相寺)
中村民進(仙台 ・ 自民鈍院)
野上.徳(静岡・ 宝台院)
縄ロ隆信(石巻 ・西光寺)
際回得三(鴻巣・勝願寺)
凋図阜爾(静岡・撃陥院)
.野飽海(芝・天光院)
水科普峰(長野・..寺)
宮事事昭彦 (大本山光明寺)
宮事事.. (機浜・大光院)
山田和鍾 (諏訪 ・ 貞紙院)
(徹称略・五+音順}

ホームページ

編
集
チ
l

フ

編
集
ス
タ
ッ
フ

編
集
顧
問浄

土
七
十
二
巻
一
月
2

刷
価
六
百
四
日

年
会
費
六
千
円

昭
和
+
年
五
円
二
十
日
第
三
縄
鱒
便
物
路
可

印
刷

平
成
十
八
年
三
月

二
十
日

発
行

平
成
十
八
年
四
月
一
臼

-
詩
人
I
l
l
l

真
野
龍
海

軍

人
I
l
l
l

佐
藤
良
純

印
刷
E
m--

隊
式
会
社

シ
l

テ
ィ
l

イ
i

干

-
O
五
・o
o
-
一

東
京
都
港
区
芝
公
倒
凶
・
七
・
凶明
照
会
館
内

a
R
E
…
法
然
上
人
鎖
仰
会

暗
唱
醤
O
-ニ
(三
五
七
八
}
六
九
四
七

F
A
X

O
三
官
二五
七
八
}
七
O
三
六

篠

崎
官n
k
U一八
0
・
八
・
八町
三
八
七

52 



一ー一ー「

5去 ~ 
zi' 

HOω、4εNSYC凡1NINSANGOUκAI

BE

J

‘ 土一ラ
場
寸
広

洛
肝
却
,
t 

| お知らせ I :会日必然 | サイトマ ッ フ | メール |

⑮ 法然 l二人ml!ll会

(C)2002 HOUN5¥1SYOUNIN SANGOUKAI. AII rlghts rcscrv('d. 

法然上人讃仰会のホームページご紹介

法然上人鏑仰会では通巻 800号記念事業の一環としてホームページの整備

を行っております。

ホ ームページでは今までに刊行された浄土の目次検索や一部本文の検索など

ができますし、内容も一部提供してイ ン ターネット上でお読みになる こ とが

できます 。

また浄土の広場では、 イ ンタ ーネット上から俳句の投稿などもできます。

どうぞご覧ください。

http://honen.sangou.net 
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